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●小学校（4名）
青山  仁美（横浜市立並木第一小学校）
　「からだをうごかして　いってみよう！」
石井  宏明（川崎市立子母口小学校）
　「世界の国からこんにちは　～「あたりまえ」ってなんだろう ?～」
中山  史也（中央市立田富南小学校）
　「いろんな考えにふれよう」
山本  エメリン（横浜市教育委員会国際教育課）
　「カルチャーショック体験！」

●中学校（2名）
江本  敦子（横浜市立潮田中学校）

 「ジェスチャーゲームで他者理解と自己理解」
齋藤  若菜（横浜市立南高等学校附属中学校）
　「表彰式に参加しよう！　～“当たり前”ってなんだろう～」

●高校（1名）
櫻木  萌季（神奈川県立横須賀明光高等学校）
　「多文化共生」

目 次

※この報告書に掲載されている意見は、本研修参加者によるものであり、JICA を代表するものではありません。
※参加者の所属等は、2018 年度のものです。

教師海外研修について

実践授業報告
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　本研修は、国際理解教育や開発教育に熱心に取り組んでいる神奈川県・山梨県の教員や教育委員
会指導主事等の方々を対象に、実際に開発途上国を訪問することで、開発途上国が置かれている現
状や国際協力の現場、開発途上国と日本との関係に対する理解を深め、その成果を、学校現場等で
の授業実践等を通じて、次代を担う児童・生徒の教育に役立ててもらうことを目的としています。
研修参加後は、J ICA 国内機関と協力し、教育現場で開発教育を推進する中核となるような人材と
なってもらうことを期待しています。

　本研修は、開発途上国の社会・教育事情や開発途上国で行われている様々な国際協力活動の現場
視察（海外研修）と、海外研修の前後に行う国内研修（事前／事後）の2つのプログラムから成って
います。国内研修（事前）では、海外研修への準備としてワークショップ体験、素材収集の方法・教
材研究等を学びます。国内研修（事後）では、他の研修参加者と協働して開発教育の教材づくりに
挑戦します。その成果（教材）を駆使しての実践授業を通じて、同じ関心をもつ多くの教員の方々
と貴重な経験と成果を共有することを目指します。全ての研修のしめくくりとして、実践授業の報
告発表会を実施します。

　神奈川県と山梨県の学校現場で国際理解教育・開発教育に取り組んでいる、または関心を持ち、
国内・海外の研修および報告会の全日程に参加可能な教員等で、所属長の推薦が得られる方。

2018年7月29日（日）～8月11日（土）

教 師 海 外 研 修 と は
1.教師海外研修の目的

2.研修概要

3.応募資格

4.海外研修期間

事前①：2018年6月23日（土）
事前②：2018年6月30日（土）　※開発教育教員セミナー（基礎編）
事前③：2018年7月14日（土）～7月15日（日）
•本研修概要・派遣国・視察先の説明　　
•海外研修準備（渡航手続き、健康・安全管理、素材収集の方法）
•前回参加教員との交流　
•開発教育のワークショップの体験
•教材研究の方法

2018年7月29日（日）～8月11日（土）
開発途上国の現場体験、教材研究のための素材収集

2018年8月25日（土）
•研修先で得た素材の整理
•教材・授業案・ワークショップの作成

2018年9月15日（土）
教材・授業案・ワークショップの作成

2018年9月～12月
各所属先における授業実践等

2019年2月2日（土）よこはま国際フォーラム2019

実践授業の報告発表会

2019年1月12日（土）～2019年1月13日（日）
※開発教育教員セミナー（応用編）
•開発教育のワークショップの体験　
•参考事例発表
•教材研究の方法

研 修 の 流 れ
国内事前研修

国内事後研修

海外研修　＠ブラジル連邦共和国

第1回 ～ 第3回　＠ JICA横浜

第1回　＠ JICA横浜

第2回　＠ JICA横浜

第3回　＠各所属先

第4回　＠ JICA横浜

最終報告会＠ JICA横浜

【日 程】

【内 容】

【日 程】
【内 容】

【日 程】
【内 容】

【日 程】
【内 容】

【日 程】
【内 容】

【日 程】
【内 容】

【日 程】

【内 容】
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首　都
面　積 
人　口
民　族
言　語
宗　教 

政　体
主要産業
ＧＮＩ
一人当たりのGDP（名目）
経済成長率

通　貨
日本の援助実績

主要援助国（2013年：支出総額、OECD／ DAC）

在留邦人数

在日ブラジル人数

海 外 研 修 国 の 概 要

ブ ラ ジ ル 連 邦 共 和 国
（Federat ive  Republ ic  o f  B raz i l）

：ブラジリア
：8 5 1.2万平方キロメートル（日本の2 2.5倍）
：約2億7 8 4万人（世銀、2 0 1 5年）
：欧州系（約4 8％）、アフリカ系（約8％）、アジア系（約1.1％）、混血（約4 3％）
：ポルトガル語
：カトリック約6 5％、プロテスタント約2 2％、無宗教8％

 （ブラジル地理統計院、2 0 1 0年）
：連邦共和制（大統領制）
　：製造業、鉱業（鉄鉱石他）、農牧業（砂糖、オレンジ、コーヒー、大豆他）
：1兆7,7 4 7億米ドル（2 0 1 5年：世銀）
　　　　　　　　　：8,5 3 8米ドル（2 0 1 5年：世銀）
　　：2.3％（2 0 1 3年）、0.1％（2 0 1 4年）、ー3.8％（2 0 1 5年）、ー3.6％（2 0 1 6年）
　     （実質 G D P、ブラジル地理統計院）
：レアル
　　　　：（1）有償資金協力 4 9 9.9 6億円（2 0 1 1年度、E／ N ベース）
　　　　　（2）無償資金協力 0.8 3億円（2 0 1 4年度、E／ Nベース）
　　　　　（3）技術協力 1 8.1 8億円（2 0 1 4年度、J I C Aベース）

　　　　：ノルウェー（6 7 8.7 0百万ドル）
　　　　　ドイツ（2 6 3.0 2百万ドル）
　　　　　フランス（1 2 2.7 4百万ドル）
　　　　　日本（9 6.0 3百万ドル）
　　　　　英国（2 9.7 1百万ドル）
　　：5 3,4 0 0名（2 0 1 6年1 0月現在）
　　  （長期滞在者：3,8 9 5人、永住者：4 9,5 0 5人）（日系人総数推定　約1 9 0万人）
　　　　　：約1 8万1千人（2 0 1 6年1 2月在留外国人統計）

（外務省ホームページより）

参 加 者 一 覧
No. 氏名 参加形態 学校名 学年 ／ 担当教科

1 青山 仁美 参加者 横浜市立並木第一小学校 1年

2 石井 宏明 参加者 川崎市立子
し

母
ぼ

口
くち

小学校 6年

3 江本 敦子 参加者 横浜市立潮田中学校 2年 ／ 英語

4 齋藤 若菜 参加者 横浜市立南高等学校附属中学校 中学1年・3年 ／ 国語 

5 櫻木 萌季 参加者 神奈川県立横須賀明光高等学校 1年 ／ 地理歴史

6 中山 史也 参加者 中央市立田
た

富
とみ

南
みなみ

小学校 6年

7 山本 エメリン 参加者 横浜市教育委員会国際教育課 国際理解

8 中野 貴之 同行者 J ICA横浜

9 福田 訓久 同行者 株式会社メディア総合研究所

タンケ村日系人農園にて ［撮影：2 01 8 年度 教師海外研修同行者］
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日　時 行　程 宿泊地

7／29 日
午前 羽田空港発

機内泊
午後 サンパウログアルーリョス空港着

7／30 月

午前 サンパウロ出張所で安全・事業ブリーフィング
リベルダージ散策 サンパウロ

午後

【ボランティア交流】サンパウロ市内
活動ボランティアの活動説明と意見交換会
ふりかえり会
サンパウロ出張所、帰国研修員との交流

サンパウロ

7／31 火
午前 奄美事業所 サンパウロ

午後 日本移民資料館見学
ふりかえり会 サンパウロ

8／1 水
午前 【草の根技協】P IPA

日伯病院、SBC病院訪問 サンパウロ

午後 【ボランティア：高齢者介護】サンパウロ市内活動高齢者支援NSV
ふりかえり会 サンパウロ

8／2 木
午前 【草の根技協】カサパーバ公立小学校3年生の環境野外授業視察 サンパウロ

午後 【草の根技協】LFC- Casa de Ci r i lo - Caçapava
ふりかえり会 サンパウロ

8／3 金
午前 【ボランティア：現職教員】アルモニア教育文化協会見学 サンパウロ

午後 中間ふりかえり会 サンパウロ

8／4 土

午前 サンパウロからマナウスへ移動 サンパウロ

午後

【技術協力（科学技術）】INPA（国立アマゾン研究所）フィールドミュージアム事業視察、
INPA内 森林散策
西部アマゾン日伯協会訪問
ふりかえり会

マナウス

8／5 日 午後 アマゾン河視察
ふりかえり会 マナウス

8／6 月
午前 【ボランティア：現職教員】Joseph ina de Mel lo校訪問 サンパウロ

午後 マナウスからサンパウロへ移動
ふりかえり会 サンパウロ

8／7 火

午前 【技術協力】地域警察活動（ロータリー交番）
サンパウロ市営市場視察 サンパウロ

午後

アチバイア市へ移動
【ボランティア：ソフトボール】アチバイア日伯文化体育協会　ソフトボール活動視察

日本語学校授業視察
ふりかえり会

サンパウロ

8／8 水

午前 現地私立高校FAAT訪問・交流　 サンパウロ

午後

日系人家族との交流、生活・農場視察等
昼：パークゴルフ会場で現地の日系人との懇親会
日系人家族との交流、生活・農場視察等
夕方～ホームステイ

アチバイヤ

8／9 木

午前 サンパウロへ移動 アチバイヤ
（ホームステイ）

午後
サンパウロ出張所で研修報告会（ブラジリアとテレビ会議）
ふりかえり会
空港へ移動

サンパウロ

8／10 金 午前 サンパウログアルーリョス空港発 機内泊

8／11 土 午後 成田空港着

　台風の影響も心配されたが、飛行機は無事に羽田空港を
出発した。ドバイを経由し、夜にサンパウロに到着をした。
滞在するニッケイパレスホテルの日本食レストランで、焼
きそばや親子丼、かつ丼等を注文した。出てきた料理は、
見た目も味付けも日本で食べる日本食から、だいぶ変化し
ていて驚いた。日本食を食べながら異国に来たことを感
じる不思議な体験。約30時間の長い移動から得た気づき
をふりかえり、ブラジルでの最初の一日を楽しんだ。

羽田空港発（0:30）、ドバイ経由でサンパウロ到着（15:55）後、ホテルにチェックイン

❶ サンパウロ出張所において安全・事業ブリーフィング
　ブラジルで行われている様々なプロジェクトを連携ご紹
介があった。その後、安全対策について話を聞いたり、実
際に強盗にあった場合の行動などを確認した。

❷ リベルダージ散策
　リベルダージ地区に入ると日本にいる気分になった。
店員たちはほとんど日本人や日系人の方で、言語の困り感
を感じることがなかった。ホテルがリベルダージ地区に
あるため、日本食を食べる機会もありお腹も満足！

❸ ボランティアとの交流
　ブラジルの学校で J ICAボランティアとして日本語を
教えている方の話を聞いた。ブラジルと日本の学校の雰
囲気やルール等が想像していた以上に違い、慣れるまで時
間がかかったとおっしゃっていた。

❹ 元 J ICA研修員との懇親会
　日本に研修に行った元JICA研修員の日系人の方々から、
ブラジルで様々なビジネスをしている話などを聞くことが
できた。自分の国ではないところで勇気を持って、やりた
いことをすることは難しいことだが、文化や言語などの違
いを活かしてビジネスをしている姿に鼓舞された。

参加者の訪問先所感

かつ丼 !?

安全対策：襲われた時の練習…

ボランティア活動について
熱心に聞いています

1日目：7月29日（日） 青山仁美

山本エメリン2日目：7月30日（月）

海 外 研 修 日 程
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　放課後学童のような場所。比較的貧困層の子どもたち
が来ている地域だったが、好奇心旺盛で人懐っこい子ども
たちからは短い時間の中でその境遇は窺い知ることはでき
なかった。二部制、三部制をとるブラジル公教育において、
こういった居場所の必要性を感じた。公立校と私立校の
格差の問題が気になった。

❶ 草の根技術協力 PIPA日伯病院　訪問
　草の根技術協力による、自閉症をもって生まれた子ども
たちとその家族の支援についての説明を受け、施設見学を
行った。“多文化共生”というキーワードを考え深めてい
くにあたり、人種や国籍のくくりにとどまらない、大切に
していくべきマイノリティへの支援の存在に気づくことが
できた。

❷ 高齢者介護施設あけぼのホーム　訪問
　SBC 病院とあけぼのホームでは、ブラジルの高齢化問
題に関する説明を受け、日本社会との共通する点を考える
こともできた。日本語をお話になる日系一世二世の方々と
交流し、実際にお話を聞くこともでき、“移民”当時の日本
人・日系人の生活や当時の苦労が鮮明に伝わってきた。今
まで資料館等で学んできた“日本人移民”に関する知識が、
お話とまっすぐに繋がった瞬間だったように感じた。

❷ 日本移民資料館　見学
　J ICA横浜の資料館とはまた違った視点で、日本人移民
の人たちの苦労や困難の話を聞くことができた。同行メ
ンバーがこの資料館のあり方や、歴史問題に懐疑的だった
のが印象的。

子どもたちと折り紙で交流

再現された移住者たちの住居にて

病院内に鯉のぼりが

ホームの利用者にソーラン節を披露

❶ サンパウロ日伯援護協会 社会活動部 奄美事業所　訪問

　「ブラジルの環境問題は何か？」という質問を職員にし
たが、あやふやな解答しか得られなかった。世界で起こる
地球環境問題に身近な問題として生徒にとらえさせ、危機
感を持たせられるかが共通の課題である。

❶ アルモニア教育文化協会　見学
　9年間の日本語指導を行い、サッカーでの交流や文化交
流を積極的に行っている場所だった。アルモニア学園の
先生方の話で印象的だったのは、『言語を使って日本文化
を伝えている』ということ。学校全体の70％が非日系人
という中で、日本の価値観や尊敬の心を大切にしながら教
育を行っていた。ブラジルの子どもたちは掃除をしない
ことがほとんどだが、アルモニア学園では掃除をする習慣
を身につけさせ、社会の模範となるよう指導もしていた。
『文化を変えることは難しい』とも先生方は話していたが、大切なことを伝え続けようとする姿勢
は私たちにもできること。日本の教育現場に戻ってからも、ここでの学びを伝え続けていきたい。

❷ 中間ふりかえり会
　日本を出発してからの6日間、現地で見たこと聞いたこ
と、そこから考えたこと感じたこと等を付箋に書いて蓄え
てきた。その積み重ねを再度振り返りながら、同じ分類の
ものを仲間分けしてシンプルにまとめた。そこからワー
クショップで使っていけるであろうテーマや題材を全体で
検討した。
　また、同行していただいている中野さん・福田さんより
いくつかのワークショップを紹介していただき、自身の引
き出しを増やすことができた。

　小学生の社会教育については日本よりもはるかに支援体
制が充実していた。社会教育 LFCの職員は日本から学ん
だとお話されていたが、逆に私たち日本側が学ぶことの多
い視察であった。

野外活動を見学

両国の国旗で歓迎してもらいました

じゃんけんゲームで交流

ワークショップ案を作成中

❶【草の根技術協力】
　 カサパーバ公立小学校環境教育野外授業　見学

❷【草の根技術協】 
　 力ラー・ファビアノ・デ・クリスト（LFC）　訪問

江本敦子3日目：7月31日（火）

4日目：8月1日（水） 齋藤若菜

5日目：8月2日（木） 櫻木萌季

6日目：8月3日（金） 中山史也



9日目：8月6日（月） 石井宏明
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　マナウスへ移動して、INPA、国立アマゾン研究所を訪問。
その後、サーレス移住地にて盆踊り大会にも参加した。こ
れまでは、人々の共生という視点での学びが多かったが、
自然との共生という視点で学ぶことができた。
　生物多様性がなければ環境の変化に対応できないといっ
た自然との共存の考えが、多文化共生にも生かせることを
学び、環境教育とも関連して多文化共生の考えを伝えられ
るのではといった気づきを得ることができた。

❶ 技術協力 INPA（国立アマゾン研究所）フィールドミュージアム事業　視察

アマゾン河
　「アマゾン河は大きい。」と、聞いてはいたが、実際に目の当たりにして、その大きさに圧倒された。
クルーズでアマゾン河を巡る。岸部が見えるが、実はそれは、アマゾン河の中にある島で、見えて
いる陸地のその先には、また大きな水の流れが広がっているのだという。島国の自然と大陸の自然
の違い、多様性を肌で感じ、その大切さについて考えることができた。
午後は、ピラニア釣りを体験した。簡単には釣れなかったが、1匹釣
り上げることができた。子どもたちに楽しいお土産話ができそうだ。

❷ 西部アマゾン地区盆踊り大会　訪問
　盆踊り大会では、マナウスでの日系社会のつながりを肌
で感じることができた。非日系の参加者が多い反面、周り
には参加したくても少し参加しづらい貧困層の人も見受け
られ、マイノリティとマジョリティの逆転が見られた瞬間
だった。

保護されたマナティーとご対面

500人以上が参加した盆踊り大会

小さなボートに乗り換えて支流へ アマゾン河近くの市場には
民芸品がたくさん

❷ アチバイア日伯文化体育協会ソフトボールおよび野球活動、
　 アチバイア日伯文化体育協会　視察

Josephina  de  Mel lo校　訪問
　情操教育や日本語教育に力を入れている私立学校を訪
問。創始者が日系人の方であり、40名ほどであった学校
が、今では200人近くまで子供が在籍しており校長先生
もブラジル人であると知り、驚いた。日本企業が多く進出
している地域のため日本語を使う必要性が高いと思ってい
たが、予想とは違っていた…
　そのため、教員は日本語へのモチベーションを上げる
様々な手立てを行っているらしい。
　また、現地の教員や校長先生との対談で、「言語ができ
ることで文化を受け入れることができる」という言葉を聞
いた。話すことができなくとも、少しでも言語に触れるこ
とで異文化に近づくことができることや、マイノリティ側
が文化や価値観をマジョリティ側に伝えるための「言語支
援」の大切さを学ぶことができた。
　J ICAボランティアの方も職場での言語や働き方に苦労
しているといった話も聞くことができ、JICAボランティア
の活動についてもイメージすることができた。

❶【技術協力】ロータリー交番　訪問
　交番横の公園でラジオ体操に参加。遠く離れた異国の
地でラジオ体操が地域に根付いているのがとても興味深
かった。交番システムでの取り組みについて話を聞き、だ
れもが安心して生活できる環境がブラジルでは決して当た
り前のことではないことを感じた。

　野球やソフトボールを通して日本の礼儀や文化を伝え
ようとしているボランティアや日系団体の方の話を聞き、
スポーツを通してつながる日本とブラジルの可能性を感じ
た。日本語学校では子どもたちが楽しめるように、あれ
これと教材を工夫して、日本語を教えようとしている教師
たちのアイディアを学ぶことができた。

子どもたちとグーチョキパーで交流

子どもたちと一緒にソーラン節

交番前で記念撮影

練習にも参加

7日目：8月4日（土） 石井宏明

8日目：8月5日（日） 青山仁美 10日目：8月7日（火） 江本敦子



13・14日目：8月10日（金）・11日（土） 中山史也
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のの

❶ 私立 FAAT学校　訪問
　日系人が多いと聞いていたアチバイアの中にある私立学
校（小学校～高校）ということで、放課後になると前日訪
問した日本語学校に通学しているのだという生徒も含め
て、多くの日系人生徒が在籍していた。また、日系人でな
くても日本に関する興味関心は非常に高く、学校全体を通
じて日本に関する教育を重視する体制が浸透している様子
がうかがえた。日本語での交流において活躍した生徒に
対し、拍手喝采する場面を垣間見られ、画工教育現場に
おける多文化共生の一端に触れられたように感じる。

サンパウロ出張所にて研修報告会
　テレビ会議は初めてだったので新鮮であり、緊張感が
あった。訪問先で学び得たことを発表して研修のふりか
えりになったと同時に、今後に向けての意識をさらに高め
る報告会となった。私たちの食事会に何度も付き合って
くださった J ICAブラジル事務所、サンパウロ出張所の
皆様に感謝！

❷ タンケ村日系人農園　見学、　タンケ村日系人との交流
　戦後に移民した日系一世の方々や日系二世から四世の
方々のブラジル移住の経緯をうかがい、一世の方々と二世・
三世の方々のブラジル・日本それぞれへの考え方の違いを
改めて感じることが出来た。特に、一世の方々の日本に対
する思いは強く、多文化の中で生きていることと、多文化
で共生することの違いやむずかしさについて改めて考え
るきっかけとなったように思う。地球の“裏側”で日本か
ら一番遠い国だと思っていたブラジルが、ただ位置的に
“反対側”で日本との心の距離は近い国だと気づけた学び
の多い座談会だった。

日本語で応対してくれた高校生と
コーヒーブレイク

日本人移住者の方と感動の語り合い

報告会。ブラジル事務所とはテレビ会議
システムでつながっていた

サンパウロ発（1:25）、ドバイ経由で成田空港到着（17:35）
　行きに比べて、飛行機内での時間の過ごし方にもゆとりをもてるよ
うになった。サンパウロを離れてしまうことに寂しさを感じながら
も、日本に戻ってから自分た
ちがすべきことを考え移動す
ることができた。

ホテルロビーで最後の確認 帰路のドバイ空港でも
ふりかえり会

11日目：8月8日（水） 齋藤若菜 12日目：8月9日（木） 櫻木萌季

青山 仁美 （あおやま ひとみ）

　ブラジルでは、日本人の移民やその子孫、

日本で学んだ経験のあるブラジルの方々な

ど、多くの出会いがありました。日本の文化

のよいところを取り入れ、さらに新しいもの

を創造しながら、地域社会に貢献していまし

た。そんな日本との様々なつながりの中で、

生き生きと学ぶ子どもたちの姿がとても印象

的でした。 これから私も、ブラジルで学ん

だことを子どもたちに伝え、新しい学びを一

緒に創っていけたらと思います。

石井 宏明 （いしい ひろあき）

　「文化の違う人々が共に生きていく」ためには歩み寄り

が大切だと思っていました。しかし、本研修を通して認

識したのは「人の文化を変えるのは難しい」ことです。だ

からこそ、「多文化共生」に大切な第一歩は文化の違いに

気づくこと。当たり前のようですが、自分の文化の中で

「自分の当たり前＝他者の当たり前」を考えてしまいます。

そのことを気づけたのが何よりの学びでした。ブラジル

のみなさんや JICA の方々、そしてともに学んだ仲間に

感謝です。

江本 敦子 （えもと あつこ）

　多くの人種、民族が一緒に暮らすブラジルで

は人と違うことが当たり前であり、多文化共生

という概念すら意識していないように感じまし

た。また、地球の反対側にあるブラジルには日

本とのつながりがたくさんあり、古き良き日本

の文化や食べ物が広まっていました。私たちが

訪問した先々で最大限の温かいおもてなしを受

けることができたのは、まさに先人である日本

人移住者たちのおかげだと感じました。このつ

ながりをこれからも絶やすことなく、次へつな

げていきたいです。

参加者

感想
の
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山本 エメリン （やまもと えめりん）

　ブラジルと日本はつながりがとても強いため、

距離は遠くても感覚的にはとても近いと感じま

す。笠戸丸で初めてブラジルに行かれた方々は

当初、とてもご苦労されましたが、現在ブラジ

ルの人々は日本人をとても尊敬し、”Japones 

Grantido”（ジャポネス・ガランチッド）と呼

びます。これは、「日本人とビジネスすれば、

100％成功する！」という意味です。ブラジル

では日本人をとても尊敬しています。

中山 史也 （なかやま ふみや）

　今回の研修を通して、不安感や困惑を沢山の場面

で抱きましたが、そんな時ブラジルの人々は私を温

かく包み込んでくれました。“ 違う ” ということを

認め、受け入れてくれる寛大さに驚きと嬉しさを覚

えました。タイトルにも書いたように、ブラジルは

「Ótimo（最高）」な国です。一度きりの人生、是非

ブラジルへ行って、その国や人々の温かさに触れて

みてはいかかでしょうか。

櫻木 萌季  （さくらぎ もとき）

　国際交流をするにあたって語学力は求められ

ます。しかし、言語以外の様々なツール（例えば、

スポーツや手品など）があれば言語の不十分さを

補うことができます。「最低限の語学力」と「ス

ポーツや手品などの様々なツール」に加えて「少

しの勇気」さえあれば、言葉の壁を越え外国人と

打ち解けることができると自負しています。

齋藤 若菜 （さいとう  わかな）

　「地球の “ 裏側 ” の、日本から一番遠い国に行ってき

ます！」と宣言して向かった、ブラジル連邦共和国。 

訪れた先で感じたのは、日本との繋がりの温かさでし

た。歴史をたどれば温かな繋がりだけではないかもし

れません。それでも、現在のブラジル社会における日

本文化は切っても切れない存在に感じられました。現

地では本当に多くの人々と関わらせていただき、たく

さんのお話をうかがいました。その中で、日系一世の

方々がおっしゃっていたひと言を記したいと思います。 

「ブラジルを、地球の “ 裏側 ” なんて言わずに、地球の

“ 反対側 ” だと思っていてください。」 

地球の反対側にあるだけ。多くの文化や考え方が混ざ

り合い、日本とも心の繋がりが深い国でした。
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氏 名 青山 仁美 学 校 名 横浜市立並木第一小学校
担当教科 全教科 実践教科 外国語活動「横浜国際コミュニケーション活動（YICA）」

時 間 数 4時間 対象学年 第1学年 人 数 26人

からだをうごかして　いってみよう！

多様性を受け入れながらコミュニケーションを図ろうとする子の育成
•国語やジェスチャーなどを用いて、相手の伝えようとしていることを理解したり

自分の考えを伝えたりする活動に進んで関わろうとする。【コミュニケーション
への関心・意欲・態度】
•体の部分や、動きを指示する表現、相手にできるか尋ねる表現に慣れ親しむ。 
【外国語への慣れ親しみ】
•絵本の読み聞かせや、世界のジェスチャーや習慣等の体験を通して異文化の存在

に気付く。【言語や文化に対する気付き】

●テーマ
◎単元の目標

①児童の実態
　本校は、国際教室の盛んな学校であり、ベトナム、ペルー、バングラデシュなど様々な国とつ
ながりをもつ子どもたちが共に学校生活を送っている。秋には、運営委員会で「世界のあいさつ
運動」が行われ、正門に運営委員会の児童と教職員が立ち「Buenos  d ias !（スペイン語）」「早
上好 !（中国語）」など、様々な言語で毎朝「おはよう」のあいさつを交わすなど、世界を身近に感
じられる雰囲気がある。4月に入学した1年生の児童も国際教室に遊びに行ったり、「世界のあ
いさつ運動」で元気にあいさつをしたりして、楽しそうに過ごしている姿が見られる。外国につ
ながる子どもたちに対して偏見を持ったり、特別に意識したりすることもなく、当たり前のこと
として捉えている児童が多いように見える。

【1】単元のテーマ・目標

【2】単元の評価　規準例

【 実 施 概 要 】

【3】単元設定の理由

コミュニケーションへの
関心・意欲・態度

①外国語やジェスチャーなどを用いて、相手の伝えようとしていることを理解したり自分
の考えを伝えたりする活動に進んで関わろうとしている。

外国語への慣れ親しみ ②体の部分や、動きを指示する表現、相手にできるか尋ねる表現に慣れ親しんでいる。

言語や文化に対する 
気付き

③英語特有の音やリズム、イントネーションに触れ、日本語とは違う言語の面白さに気付
いている。

④AETの先生や外国から来た児童の体験談やコミュニケーションの体験を通して異文化
の存在に気付く。

✓ 児童／生徒観　✓ 教材観　✓ 指導観

②テーマについて

○横浜市の横浜国際コミュニケーション活動 YICAとは
　現行の指導要領では、外国語活動は5、6年生から（新学習指導要領では3、4年生から）となっ
ている。そのため、ここでは横浜市の英語教育とテーマについて触れたい。
　横浜市では、平成21年度から「横浜国際コミュニケーション活動（Y ICA）」として小学1年生
から外国語活動が取り入れられている。その背景として、市内には国内外の企業や国際機関が集
積することから、居住している外国人や、外国につながる児童が年々増加していることがある。
　約10年間の実績を踏まえ、平成30年に策定された「横浜市小中高等学校　英語教育推進プロ
グラム」は、「英語を活用しながら、あらゆる人々の多様性を尊重し、協働、共生できる人」を英
語教育は目標にしている。
　外国語活動の授業の中で、この多文化共生をテーマとしたワークショップを行うのは、この英
語教育の目標に向けて、効果的だと考えたためである。このワークショップを行う1時間では、
英語を使う時間は最初の「Can  you  do  th i s?」のフレーズでのウォームアップのみで、ごく
わずかである。しかし、このワークショップを単元の中の一つの時間に設定することで、関連性
を持たせている。

○ J ICA教師海外研修で作成したワークショップについて
　このワークショップは、教師海外研修の参加者でもある、日系3世で横浜市教育委員会の国際
理解教室講師の山本エメリン先生の実体験から生まれた。日本の学校に来て、習慣の違いから、
友達や先生など、周囲の人とのコミュニケーションに苦労したということである。初対面の人に
ハグをすることや、学校で上履きを履かないことなど、ブラジルでの習慣を日本でしてしまった
ことで、友達や先生に嫌な顔をされてしまった。しかし、本人は「自分は臭いのだろうか。」と、
ハグを避けられてしまったことに対して感じているし、「どうして、怒るのだろう。怖い。」と、
突然叱られてしまうことに理解ができないのである。
　このような実体験から、どのようにすれば、彼女のように習慣の違うところから来た他者に配
慮してコミュニケーションを図っていけるのかということを考えさせていきたい。

○目指す児童の姿
　本単元では、多様性を受け入れながらコミュニケーションを図ろうとする児童の姿を目指して
いる。授業では、世界のジェスチャーの多様性に焦点を当て、地域によって様々なジェスチャー
があるという異文化の存在を知ることで、様々な気付きを得られるようにしたい。

【4】展開計画（全4時間）　

時 テーマ・ねらい 活動・内容 使用教材

1

からだをうごかして、
言ってみよう。

○楽しく体を動かしながら、
英語特有の音やリズム、
イントネーションに触れる。

•H e a d , S h o u l d e r s , K n e e s , a n d 
Toesの曲やチャンツに合わせて体を動
かす。

•「タッチゲーム」を通して、体の部分を表す
英語を聞き、体の部分を表す英語をまねて
発音することに慣れ親しむ。

□CD
♪Head, Shou lders , 

Knees , and Toes♪

□絵カード
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【5】本時の展開

過程
時間 学習活動 指導上の留意点（支援） 資料（教材）

導
入 

5
分

国際教室の児童との交流をふり返り、
国によって言葉や文字が異なること
を、ふり返る。

前回のふり返りから、児童の気づきを
全体で共有する。

前回のふりかえり

展
開
① 

15
分

●ワークショップ①　
　ジェスチャー・ワールド

•別の国の“ YES（はい）”“ NO（いいえ）”
のジェスチャーでの表し方を知り、
“Can you do i t?”の合図で絵カー

ドをめくる。同じグループの友達が、
共通で出来るもの、出来ないカード
があったらカード入れ（箱）に入れる。

•5枚箱に入ったら、机にふせて終わっ
た合図を出す。速く終わったチーム
が勝ち。

• 2通りの“ YES（はい）”“ NO（いいえ）” 
ジェスチャーカードを配る。

•1回目は、ジェスチャーカードを見な
がら行う。

•グ ル ー プ を 移 動 す る 前 に、ジ ェ ス
チャーカードを回収する。

ジェスチャーカード

絵カード

ストップウォッチ

•体の部分を表す言葉を使って、友達や先
生とかかわることを楽しむ。

2

「 F rom Head to toe」 の
よみきかせを　たのしもう。

○「F rom  Head  to toe」
の読み聞かせを聞き、動
物や動きを指示する表現
に慣れ親しむ。

•「From  Head  to  toe」の絵本に出会う。

•体を動かしながら、体の部分や動きを表
す表現に親しむ。

•日本語の絵本と対比しながら、言語の表現
の違いや感じ方の違いに着目して考える。

□絵本
「F rom  Head  to  toe」
「～できるかな?あたまか

らつまさきまで～」
（ F rom  Head  to  toe の 

日本語版）

3 

本
時

ジェスチャー・ワールド

○世界のジェスチャーや習
慣等の体験を通して異文
化の存在に気付く。

●ワークショップ①　
　ジェスチャー・ワールド
•文化が異なることで生まれる、コミュニ

ケーションの相違について体験的に理解
する。

●ワークショップ②
　エメリンの初めての日本の小学校
•外国から日本の学校に来た子どもたちの

見方、考え方を疑似体験する。

□ジェスチャーカード
□絵カード
□ストップウォッチ
□紙芝居
□振り返りシート

4

世界旅行をしてみよう !
体験 !  世界のジェチャー !

○体の部分の英語での表現
や世界のジェスチャーに
親しみ、文化の多様性に
気付く。

•マンディ先生のふるさと、アメリカに
行ってみよう！

　 アメリカに行った担任の先生が日本の
ジェスチャーをして、どんなことに困っ
たか、寸劇を見ながら想像する。

•いろいろな国のジェスチャーをやってみ
よう。

□世界地図
□国旗
□色々な国の写真
□動画「Hi f r iends1」
  （CD－ROM）

•1回目を行う。（2分間）

•グループを変えて、もう一度行う。
2回目。（2分間） 
（共通にできたり、できなかったりする

カードが見つからなくなる。）

• 2 回目にゲームをしてみて、感じた
違和感を共有する。

•どうして、カードが合わなくなったか、
担任がタネを話して、文化が異なるこ
とで生まれる、コミュニケーションの
相違について理解する。

•グループを変えてもう一度行う。

•途中で、声が出てしまったり、全体で
しくみが分かってしまったりした場
合は、タネやねらいを理解できるよ
うに話し、その状態でゲームを継続
させ、気付いたことを話し合うよう
にする。

展
開
② 

20
分

●ワークショップ②
エメリンの初めての日本の小学校 
での一日
•紙芝居を読み進めながら、エメリン

の考えや気持ちを想像し、実際の場
面をロールプレイで演じてみること
で、外国から日本の学校に来た子ど
もたちの見方、考え方を体験する。

•最初は、日本の小学校の子どもの立
場になって、物語を読む。その際に、
担任がエメリンの役になって、ロー
ルプレイをする。

•その後、エメリンの気持ちの入った
紙芝居を読んで、文化が異なること
で、コミュニケーションの食い違い
があったことに気付く。

•エメリンの立場を理解して、再度ロー
ルプレイをする。

紙芝居
ロールプレイカード

ま
と
め 

5
分

振り返りシートを記入。 
振り返りシートに書いたことを
発表する。

児童のよい気付きを共有できるように
する。

振り返りシート

授業実践の様子

前回の英語のふりかえり。絵カードを見て
できることに“ I can do i t !”と答えます。

みんなができるカード、できないカードを
分けてトレーにおいていきます。

はい、いいえのジェスチャーでつたえます。

紙芝居を聞いて、どんなことに
気付いたかな。
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【6】本時の振り返り

【7】単元を通した児童生徒の反応／変化

【8】自己評価

　日系3世の女の子の体験に共感的に考えたり、課題意識をもてたりするかというところについて
は、女の子の立場に立って考えを深める子もいれば、異文化に対してコミュニケーションの難しさ
を感じる子もいて、子どもたちの捉え方は様々だった。だが、このワークショップを通して、子ど
もたちはまず「異文化の存在を知る」ということができたように思う。

　単元を通して、児童は外国など、他の地域では習慣が異なることを知ることができた。この単元
を通して、外国につながる児童の話や外国人講師の日本で感じた文化の違いなどを知り、色々な視
点から捉えたことで理解が深まってきたように思う。
　単元を通した児童の感想の中には、「もっと世界のジェスチャーを知りたい。そうしたら、外国
に行っても平気。」「外国の人と、その国のジェスチャーで関わってみたい。」といった、習慣の違い
についてもっと知ったり、自分自身で体験してみたいといった声が聞かれた。

•どれだけ児童に、日系3世の女の子の話を共感的に捉えさせられるようにするのかというところ
が難しかった。紙芝居だと実際の人という感覚と距離ができてしまうし、伝えにくい内容もあり
状況を理解するのが難しいという課題があった。そういうところは、ロールプレイで補ったが、
実際にやってみて低学年にはまだ早い内容もあると感じた。

•外国について映像や写真、世界地図等で外国の様子や様々な国名などについては日々
の生活の中でふれてはいるが、外国に対して、具体的なイメージはそこまで持ってい
ない児童も多い。地域ごとによる文化の違いを知っていたり、体験的に理解していた
りする児童は少ないと言える。

•異文化の存在を知り、習慣が異なったり、人による捉え方の違いがあったりすること
を理解できたように思う。特に、外国という地域が大きく異なる場所では、習慣も大
きく異なってくるということを知ることができたことがよかったと感じている児童が
多いように思う。自分自身が外国に行くときには、そういう習慣の違いに配慮してコ
ミュニケーションを図ろうという意欲をもったり、逆に外国から来た人に対しては、
日本での習慣について伝えようという意欲をもつ児童の姿が見られた。

（授業前）　

（授業後）
　エメリンの話を扱わなくても、児童にとって身近な外国人講師が日本で感じたエピソードをもと
にスキットを考えることもできる。本校の外国人講師はアメリカ出身であるが、日本に来た時に「お
じぎをする。」ということは、知っていたけれども、実際にコミュニケーションの場で用いられた
ときには、違和感を感じたという。そういった児童にとって身近な存在である、校内の外国人講師
の体験を活用して、スキットを作ることも可能であると感じた。
　また、NHK  fo r  School  Eテレ「u&i」の外国人児童についての動画も、ジェスチャーの違い
によるコミュニケーションの違いを扱っており、こういった動画もこのワークショップの教材とし
て活用できるように思う。

　最初のジェスチャーのゲームでは、だんだんと、「何か変だぞ。」ということに気づき「先生、『は
い。』ってこうだよね？」とアイコンタクトとジェスチャーで違和感を懸命に伝えようとする児童の
姿があった。
　担任から、「ジェスチャー・ワールド」の種明かしを聞いて、「えー！」「そういうことか。」と、驚いたり、
違和感の原因に納得したりした反応が見られた。このゲームを通して、世界には、国や地域によって
ジェスチャーが異なることがあること。日本で使われているものも、海外では通じなかったり、別の
意味に捉えられてしまったりすることなどを体験的に理解することができたようだ。
　日系3世の女の子の実体験の紙芝居からは、「日本では、おぎょうぎの悪いことをしていると思っ
た。けれど、エメリンちゃんはそういうつもりじゃないから、かわいそうだと思った。」「ブラジル
では、学校の中で靴（上履きではない）をはいていいなんて知らなかった。びっくりした。」といっ
た感想をもっていた。紙芝居やロールプレイではあるが、実際の場面を思い浮かべたり、外国につ
ながりのある子の立場に立って気持ちを想像して考えることができたようである。

●NHK  fo r  School  Eテレ  ｢u&i」2018年度（放送日：1月9日）「仲良くなれるかな？」  ～外国人児童～ 
h t tp ://www.nhk .o r. jp/ tokush i /u i /?das_ id=D0005190176_00000

●NHK 高校講座「英語表現Ⅰ ♯19 Lesson10  What  I s  That  Gestu re?」 
h t tp ://www.nhk .o r. jp/kokokoza/ rad io/ r2_eng1/arch ive/chapter019 .html

● 小学校外国語活動・外国語  研修ガイドブック　発行  文部科学省
●「横浜市小中高等学校  英語教育推進プログラム」　平成30年3月　横浜市教育委員会
●「横浜市小中学校  英語教育推進プログラム」　平成20年5月　横浜市教育委員会 

h t tp ://www.edu .c i ty .yokohama. jp/ t r /ky/kks t/pdf/e igo_program.pdf
●「英語ノート1」 　発行  文部科学省　「Lesson1  世界の『こんにちは』を知ろう」「Lesson 2  ジェスチャーをしよう」
●「Hi  f r iends1」　発行  文部科学省　「Lesson1  He l lo !（言語・挨拶）」「Lesson 2  I’m happy .（ジェスチャー、感情、様子）」
●「Let’s Try 2」　発行  文部科学省　「Uni t1  He l lo ,Wor ld !　世界のいろいろな言葉であいさつをしよう」
●「We can! 1 ,2－新学習指導要領対応小学校外国語活動教材」　発行  文部科学省  巻末資料（絵カード）

途上国・異文化への意識の変容

単元を通し変容した児童の態度や学習意欲

1. 苦労した点

4. 備考（授業者による自由記述）

3. 成果が出た点

•ジェスチャーゲームの絵カードは、「空を飛ぶ」や「パンを食べる。」など、「できる。」「できない。」がはっ
きりするようなカードを用いたほうが、よりコミュニケーションの摩擦が起きやすいと感じた。
•低学年には、「エメリンのはじめての学校」のエピソードは、ハグの話と上履きを履かないで入っ
た話の二つが分かりやすく、ブラジル以外の国でも当てはまりやすいので扱いやすい。他のエピ
ソードで、特に舌打ちを扱ったものは、悪いイメージの印象が強く、誤解をもったままになって
しまう恐れもあるため、低学年には難しいと感じた。

2. 改善点

参考資料：

添付資料：ジェスチャーカード、絵カード、カード置き場、紙芝居
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ジェスチャーカード ／ 絵カード ／ カード置き場 紙芝居

「We can! 1,2－新学習指導要領対応小学校外国語活動教材」
発行  文部科学省  巻末資料より
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氏 名 石井 宏明 学 校 名 川崎市立子母口小学校
担当教科 全教科 実践教科 総合的な学習の時間
時 間 数 14時間 対象学年 6学年 人 数 36人

（1）児童の実態
　子どもたちは世界の国々への興味関心が強く、国際ニュースや教師の体験した海外の話を聞くと
知っていることや自分の考えを話す姿が見られる。
　3年生では韓国の文化体験を行うことによって違う国の文化や生活を知ることができた。5年生
では環境問題に対して地球規模で起きている問題に対して自分たちにできることは何かを考え、そ
れぞれの考えを異なる発表形式で身近な人々に伝えた。今までの学習を通して自分も世界の人々も
根本的な部分は同じであることや自分たちが世界の一員であることを学習してきた。しかし、自分
と違う習慣や食文化に対しては自然に拒否反応を起こしてしまい、受け入れられない実態にある。
　社会科では「自分の考えをもち友達と学び合う子をめざして」というテーマのもと、歴史学習で

【 実 施 概 要 】

世 界 の 国 か ら こ ん に ち は
～ 「 あ た り ま え 」 っ て な ん だ ろ う ？ ～

○世界の国々の文化や生活を知り、自分の「あたりまえ」と違う部分を考え、共に生きる世界につ
いて課題解決の道を考え、自分にできることを取り組もうとする。
○外国文化、習慣について認識、理解する。（B-2  多文化理解）
○他の人の考え、行動、ものの見方や感じ方を理解し、受け入れ、尊重する。（A-2  生命・人権尊重）

【1】単元のテーマ・目標

【2】単元の評価　規準例

【学習方法に関すること】
課題を見つけ追及する力

①自分の生活と関わらせながら、世界の国々の文化や習慣について調べようと意欲
を高め課題を見つけようとしている。

②世界の人々と共に生きる社会について、自分が調べようとする課題設定を設定
している。

【学習方法に関すること】
学習をまとめ表現する力

①情報を集め、自分たちの「あたりまえ」と比較しながら、ものの見方や考え方、行動
様式の多様性について認識、理解し、課題解決への道を表現している。

【自分自身に関すること】
自分自身をふりかえる力

①自分と友達の考えや自分と世界の国々の人の考えを比較したり、関連させたりし
ながら自分の「あたりまえ」を考えている。

②ものの見方や考え方、行動様式の多様性について認識、理解し、共に生きていく
ことについて考えを深めている。

【他者や社会との関わりに
関すること】かかわる力

①友達の発表に対して、自分なりの問題意識をもって感想や考えを述べている。

【3】単元設定の理由 ✓ 児童／生徒観　✓ 教材観　✓ 指導観

紙芝居
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は既習事項から学んだことを生かして考えを話し合い、児童それぞれの思考を深めている。歴史学
習でも同じようなことが時を追って繰り返されることや地域で起こっていることが日本全土で起き
ていることなどを学んでいる。また、自分の考えと友だちの考えが違うのは当然だと考える児童が
いる一方で、自分の考えが友達と違うことが怖いために考えを話すことができない児童も多い。学
び合う上で様々な意見を話し合うことによって新たな考えが生まれることや考えがより強くなるこ
とを理解はしているものの「違っていたらどうしよう。」と一歩踏み出せない実態もある。

（2）単元設定の理由
　現在、日本でも外国に関わりのある人々は増加傾向にある。文化の違いを考えずに一方的な価値
観の押しつけをすることで双方に予期せぬ問題が生じるケースもある。このことはなかなか経験
できないことである一方、これからの生活にでてくるであろうことでもあると考える。
　そこで、本単元では導入として役割カードを用いてのワークショップを行う。そこでマジョリ
ティのあたりまえがその社会のあたりまえであること、そしてマイノリティがそのあたりまえを目
の前にしたときの気持ちを体験させたい。その上で世界の人々の文化や生活を調べることで自分
たちの文化や生活を知り、世界の人々の文化や生活に違和感を持つことは自分が日本に住んでいて
日本人としてのあたりまえを中心にものを見ていることを知ってもらいたい。そこから、世界の
人々に生じる課題に対して「自分に何ができるのか」という課題設定へとつなげていきたい。
　また、課題を解決していく上で、社会科の歴史学習と同じように本単元で学んだ同じことが世界
の人々だけでなく、小さいことであるが友達同士や身近な小さなことでも起きていることに気づき、
本単元を通して「自分の身近な人々も含めた世界の人々との共生」について新たな課題がでてくる
ようにしていきたい。
　本単元を通じて学んだことを生かして、あたりまえが人によって違うことを体験的に学習するこ
とで子どもが「人と違ってもいい」「自分との違いを理解してもらったり理解してくれるように説明
することが大切」と感じさせていきたい。

【4】展開計画（全14時間）　

時 テーマ・ねらい
評価基準（評価方法） 主な学習活動と子どもの姿 支援・使用教材

1 

本
時

自分の生活と関わらせなが
ら、世界の国々の文化や習慣
について意欲的に調べ、課題
を見つけられるようにする。

課①
自分の生活と関わらせなが
ら、世界の国々の文化や習慣
について調べようと意欲を
高め課題を見つけようとし
ている。
（発言・ワークシート）

○写真を見ながら意見交流する。
•髪を染めてるのはすぐに注意するよ。
•掃除をしないのは単なるわがままだ。
•ルールをしっかり説明して掃除をさせ

る。

○役割カードをもとにワークショップを
行う。
•一人だけちがう意見の人がいたのか。
•こんな文化があったから一人だけち

がったんだね。
•最初から知っていればもう少し、優

しくしたのにな。

○外国に関わりのある児童
がいた場合や役割カード
の内容を一部変えるなど
十分に配慮する。

「あたりまえ」ってなんだろう。

2
3
4
5
6
7

情報を集め、自分たちの「あ
たりまえ」と比較しながら、
ものの見方や考え方、行動様
式の多様性について認識、理
解し、課題解決への道を表現
できるようにする。

学①
情報を集め、自分たちの「あ
たりまえ」と比較しながら、
ものの見方や考え方、行動様
式の多様性について認識、理
解し、課題解決への道を表現
している。
（発言）

○調べたい国を決める。
•もう一度、韓国を調べたい。
•ワールドカップで優勝したフランスを

調べてみたい。
•先生が旅行したことのあるスペインが

いいな。
•お母さんの出身国の中国がいい。

○調べる視点について話し合い、自分の
課題を設定する。
•掃除することが疑問に思うのだから、

他の学校生活もちがいそうだね。
•あ い さ つ の 仕 方 も ち が う ん じ ゃ な い か

な。
•食べてはいけないものがあるって聞い

たことがあるから食べものについて調
べよう。

○同じ国どうしのグループで調べる。

○世界の国のイメージをつか
みやすいように本や基本的
な情報を用意しておく。
•地図帳
•本

○児童の課題が明確になる
ように、何をどんな理由
で調べるのかを問い返す。
•模造紙
•ポストイット

○児童が自分の「あたりま
え」と比較できるように、
違いを見つけたときには
自分の場合はどうだった
のかを考えるように促す。
•画用紙
•パソコン

8
9

自分と友達の考えや自分と
世界の国々の人の考えを比
較したり、関連させたりしな
がら自分の「あたりまえ」を
考えさせる。

学①
情報を集め、自分たちの「あ
たりまえ」と比較しながら、
ものの見方や考え方、行動様
式の多様性について認識、理
解し、課題解決への道を表現
している。
（発言・制作物）

自①
自分と友達の考えや自分と
世界の国々の人の考えを比
較したり、関連させたりしな
がら自分の「あたりまえ」を
考えている。
（発言・ワークシート）

○調べたことを発表し合い、意見交流を
する。
•自分の調べた国以外でもこんな違うこ

とがあったんだ。
•違う文化について友達の考えと自分の

考えたことも違ってる。
•友達が調べた国の文化が変わって感じ

るってことは自分のあたりまえはこう
なんだ。

○児童の考えが安心して表
出しやすいようにこれま
での学習の中で自分だけ
の習慣があったことを振
り返る。
•ワークシート

世界の人々の「あたりまえ」ってどんなことだろう。

他の人の「あたりまえ」と比べて自分の「あたりまえ」ってどんなことだろう？



30 31

10
11

ものの見方や考え方、行動様
式の多様性について認識、理
解し、共に生きていくことに
ついて考えさせる。

自②
ものの見方や考え方、行動様
式の多様性について認識、理
解し、共に生きていくことに
ついて考えを深めている。
（発言・ワークシート）

○自分の調べた国の人が、実際に日本に
来たらどういった課題に直面するかを
考える。
•上履きをはかずに教室に行ってしまい

そう。
•おはしを使わないからごはんが食べら

れない。
•きっと同級生だったら給食も食べられ

ないよ。
•言葉がその国しか使われていない言葉

だから筆箱やノートの買い物もできな
いだろうな。

○その課題に直面したとき、 自分がそ
の人の友達だったらどうするかを考え
る。
•最初は外履きをふくだけでいいんじゃ

ないかな。
•時間がかかっても、おはしの使い方

を教えてあげる。
•言葉がわからないことを駅員さんや店

員さんに説明する。
•でも、周りの人にも説明しないと…。

わかってくれるかな。
•駅員さんや店員さんも説明しただけ

じゃ、手伝ってくれない。 指さし表
みたいなものを作ろう。

○課題解決が難しい課題を
考えている児童にはその
課題を持った家族に小学
校 6年生がいた場合を想
定させる。

○実際に起きたことを想定
させるように学校生活に
近づけるような課題設定
を声かけする。

○課題の解決をより深く考
えさせるように「それだけ
で本当に大丈夫？」と再
度、問い直す。
•ワークシート

12
13

友達の発表に対して、自分な
りの問題意識をもって感想
や考えを述べさせる。

他①
友達の発表に対して、自分な
りの問題意識をもって感想
や考えを述べている。

○前時に考えたことを発表する。
•自分だったらこうしようかな。
•自分がもし、周りの人々だったら友

達の考えを他の人にも教えてあげたい
な。
•多くの人たちの理解が必要そうだな。

○自分なりの考えをもてる
ように考える立場を「自分
が友達」「周りの人」とし
て着目させる。

14

世界の人々と共に生きる社
会について、自分が調べよう
とする課題設定を設定させ
る。

世界の人々と共に生きる社
会について、自分が調べよう
とする課題設定を設定して
いる。

○発表を振り返り、自分の身近の生活と
関わらせながら共に生きていくことに
ついて考える。
•世界の人々だけではなくて、友達同

士でもあたりまえって違うんじゃない
かな。
•みんな、あたりまえが違うよね。
•何か意見や考えがちがったときにその

人のあたえりまえを聞いてみるのが大
切。
•どうすれば、その人のあたりまえと

自分たちのあたりまえがちがうけど、
共に生きていくことができるのかな。

○世界が自分の身近なとこ
ろも含めて世界であるこ
とに気づくように日本も
世界の一員であることを
説明する。

世界中の人々と共に生きていくためにはどうすればいいだろう。
：自分の生活と関わらせながら世界の国々の文化や習慣について意欲的に調べ、課題を見つけ
られるようにする。（課①）
：多文化、習慣について認識・理解する。（国際理解 B -2）

目標

【5】本時の展開

過程
時間 学習活動 指導上の留意点（支援） 資料（教材）

導
入 

5
分

写真を見て自分の考えを持つ
（添付資料①）
•髪を染めてるのはすぐに注意するよ。
•掃除をしないのは単なるわがままだ。
•ルールをしっかり説明して掃除をさせる。

○振り返りの際に、児童が児童自
身の変化に気づくようにワーク
シートに詳しく記述させる。

日本語学校の 6年生
の写真
ワークシート①

展
開 

30
分

役割カードになりきって話し合う
•多数決で決定します
•公式の式なのにピアスはおかしいよ
•おそろいでつけるのが嫌なんでしょ
•掃除をするのはマナーでしょ。○○さん

が言ってるのはおかしいよ
•せっかくだから帰りにみんなでごはんを

食べよう。○○さんも今日だけいいで
しょ

役割カードと文化カードを見ながら話し合う
•「思いやり」って意識してたのになんだか

悪いことしちゃったな
•ブラジルだと全然あたりまえがちがう
•そんな事情があるなんて知らなかった
•文化カードをもらってから話し合いた

かった
•もう一度、しっかり話し合いたい

○話し合いで意見をまとめようと
児童が思うように「チームワー
ク」「思いやり」「時間」に意識を
向けさせる。

○役割になりきれない児童が話し
合いに参加できるようにセリフ
カードを用意しておく。

○班の児童が一つの話題で話せる
ようにカードを見るときには班
でカードを一枚ずつ見るように
声をかける。

役割カード
セリフカード
案内の手紙
計画シート

文化カード

ま
と
め 

10
分

導入と同様に写真を見て自分の考えをもつ
•なんで髪を染めているのか聞く
•ブラジルの文化を調べる
•日本の文化を説明する
ふりかえりをする

課①
自分の生活と関わらせながら、世
界の国々の文化や習慣について調
べようと意欲を高め課題を見つけ
ようとしている。
（発言・ワークシート）

日本語学校の 6年生
の写真
ワークシート①

役割になりきって、みんなで表彰式を楽しむ計画を立てよう。
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　導入では「写真の女の子二人がそうじをしたくないと話し
ているが自分たちのクラスにいたらどうするか？」という問
いから始まった。
　髪を染めているが、日本人なのかな？という疑問を持っ
ている児童もいる中で考えさせた。反応としては「なぜか
理由を聞く。」「そうじをしなくてもいいけど汚い中で過ご
してね」「そうじをする理由を説明する。」という考えが多
かった。

　展開では役割カードを用いてのワークショップになる。
質問に対して話し合うことになったが、どの質問も4人の
班が3人対1人の構図になる。時間がある中で結論を出さ
なければならずに自分の意見を出すことに我慢する児童も
いれば、毅然として譲らない児童、多数決で決定する児童
もいた。
　話し合うが終わるとそのカードについて詳しい背景の説
明を行った。（あたりまえカード）それぞれあたりまえで
あること、すなわち文化が違うことを提示するカードが出
てくると「そういうことだったのか」「最初に知りたかった」
といった声が上がっていた。
　まとめでは、導入と同じ質問を行った。導入時と比べて
自分の考えが変容する児童がいる一方、変容しない児童も
いた。しかし、振り返りを行うと「人それぞれあたりまえ
が違う」や「しっかりと理由を聞くことが大切。」といった
記入もあった。

【6】本時の振り返り

　導入と同様の質問を行うことで自分自身の変容がわかることや役割カードでうまく役割になりき
れない児童のための支援カードを準備することは効果的な活動、支援であった。また、あたりまえ
カードの提示の際にはまず自分の役割カードに準ずるカードを読み込み、友だちに伝える形をとる
ことで自分ごととして役割の背景をとらえることができた。
　その一方で、変容がない児童もいたためにワークショップが間接的にねらいにせまりすぎていた
可能性もある。また、相手の気持ちになって考えることや文化を改めてちがう視点から見る機会が
少なかったため、あたりまえカードを提示した後に役割をローテーションする活動を取り入れた方
が効果的であった。

2.海外の人と自分の「あたりまえ」が違うことを意識した児童
●国によって文化がちがうことがわかった。もし、外国の人と同じクラスになったり接する機会が

あったら、外国の人をきずつけないようにしたい
●「みんなやっているからやろうよ」という伝え方はよくない。みんな同じではなかった。
●国ごとの文化のちがいがわかった。それでも文化のちがいを解決する策はなかなかないし、解決

策を出してもなんだか罪悪感が残ってしまう。もっと良い方法がないか考えたい
●日本では普通でも外国の人や知らない人にとっては普通じゃないから、普通の意味をはきちがえ

ないようにしたい

3.マイノリティ側になった場合、自分の意見を通すことは難しいことに気づいた児童
●もし自分だけがはぶかれてしまったとき、どうやってみんなを納得させればいいのか。
●私も一人になってしまったときがある。そのときは、たしかにどうすればいいのか迷った
●あたりまえが違うと自分の意見は通らない。そこらへんはすごく工夫しないといけない

（授業前）　
　友だちの意見を聞くことや友だちの目線に立って考えることについては、児童たちの中にも大切
なことであるという自覚はあった。また、知識として日本と海外の文化がちがうことや途上国の現
状については詳しくはなくとも知っていた。

（授業後）　
　実際に自分たちが無意識で行っている行動の中にも日本人としての「あたりまえ」があることを
気づいた。そのために、海外の国々を調べる学習の際には「日本だったらこうだよね」「もし、この
国に行ったときに、今、調べていることを自分が知らなかったら大変だろうな」という視点で学習
を進めている児童が多かった。

【7】単元を通した児童生徒の反応／変化

児童の変化としては大きく下記3パターンに分かれている。

1.海外の人だけでなく、自分自身の身近でも「あたりまえ」が違うことを意識した児童
●相手の気持ちを聞くという大切さがわかった。相手の気持ちを知ることで伝え方はちがってくる
●やっぱり人には何かわけがあることがわかった。だから、そのことを思ってこれから友だちとか

にもわけがあると考えて過ごしたい
●ブラジルのことがわかった。ブラジルの人だけじゃなくてこれからは人の気持ちになって、友だ

ちに接したい

授業実践の様子

途上国・異文化への意識の変容
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【8】自己評価

　導入の1時間がとても重要である。この1時間で本単元での動機づくりになるために、この1時
間での苦労した点を中心に説明する。
　マイノリティである状況を作成する部分と話し合う必要性をかねる教材づくりについては非常に
苦労した。今回は、「表彰式に参加する」という題材設定にしたものの、学校や児童の実態に応じ
てはまだ研究の余地がある。また、ワークショップが話し合いのために支援が必要な児童に対して
の声かけが難しい。セリフをそのまま話させてしまってはねらいに到達できないために、キーワー
ドを児童によって使い分けることで対応した。

　児童たちは調べたことや考えたことを実際に試す場がないことに少しもの足りなさを感じてい
た。それぞれの国の人にインタビューなどができると単元として非常に納得して終われたのでは
ないかと感じている。

　本単元では漠然と海外の国について調べてしまう可能性がある。しかし、今回は「あたりまえ」
について焦点を当てて、その国の小学生が転校してきた場合の苦労する点まで考えた。そのため、
自分が調べたことを元にして、考える部分までが学習活動になる。その結果、今までは単なる知識
としてしかなかった海外の異文化が自分たちの身近にあるものとして感じさせることができたので
はないかと考える。

クラスに海外にルーツがある児童がいる場合には十分な配慮が必要になってくる。

計画シート

案内の手紙

1. 苦労した点

4. 備考

3. 成果が出た点

2. 改善点

添付資料：案内の手紙、計画シート、役割カード、セリフカード
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あたりまえカード役割カード
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氏 名 中山 史也 学 校 名 中央市立田富南小学校
担当教科 全教科 実践教科 道徳
時 間 数 3時間 対象学年 6学年 人 数 33人

い ろ ん な 考 え に ふ れ よ う

【 実 施 概 要 】

　本校には様々な国にルーツを持つ児童が多く在籍している、私が受け持つ6年生の中には、ブラ
ジル・ペルー・フィリピン・アメリカ・オーストラリアにルーツを持つ児童が9名在籍している。児
童たちは、同じ教室に様々な国にルーツを持つ者がいて一緒に生活していることを入学当初から
「当たり前」のことであると感じている。しかし、その背景にはそれぞれの文化や考え方があり、

それは時として「違う」という点でぶつかり合ったりするものでもある。普段生活している中でも、
自分の考えの正しさに固執するあまり他者の意見を聞かなかったり、異なる考えのものを理解しよ
うとしない姿が見られたりする。
　そこで、自分が教師海外研修を通して体験したことを題材に、それぞれ違う立場にいる者同士の
考え方に触れることのできるワークショップを行うこととした。
　ワークショップの特徴として挙げられること、一つは「役割カードに記されている役割になりき
る」ということ。文化や考え方がそれぞれ違う四人の人物を設定し、ある表彰式に行くための計画
を立てるという場面設定をする。異なる文化や考え方がある中で、一つの答えを出さなければなら
ないことでぶつかり合いが起こる。そこでの困難さを感じてもらいたい。もう一つは「正体カード
を提示し相手の背景を知る」ということ。計画を立てる話し合いを終えた後で、それぞれの人物の
持つ背景が記されている正体カードを互いに共有することで、相手の発言には理由が隠されていた
ことを理解する。ここで、違う立場にいるものを理解するためには何が必要かを感じてもらいたい。
　このワークショップが、子どもたちが「ここで感じたことは実は普段から私たちが経験している
ことかもしれない。」と実生活に置き換えて考えられるものであり、それを踏まえて、自分と異な
る意見も尊重し、よりよい人間関係を形成していこうとする態度を養っていける一つのきっかけづ
くりになればいい。

自分と異なる意見も尊重し、よりよい人間関係を形成していこうとする態度を養う。

【1】単元のテーマ・目標

【2】単元の評価

○立場や置かれた状況によって様々な考えがあり、互いに認め合うことで、よりよい人間関係
が形成できることを体験に根ざして捉えることができているか。 短期の評価

○自分と異なる意見も尊重し、よりよい人間関係を形成していこうとする態度を養うことが
できているか。 長期の評価

【3】単元設定の理由 ✓ 児童／生徒観　✓ 教材観　✓ 指導観

セリフカード
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【4】展開計画（全3時間）　

時 テーマ・ねらい 活動・内容 使用教材

1

異なる立場にいる
者の思いを理解し
ようとする心情を
育てる。

•授業の始めから､日本語でない他国の言語を話しながら授業を進
める｡ ここでその言語を理解できる者 (外国籍児童 )と理解でき
ない者 (外国籍児童以外 )2つの立場をつくりだす。
•教師が話し出した言語を聞いて感じたことを発表してもらう。 
2つの立場それぞれから。
•クラス内には､様々な国にルーツを持つ児童がいることを振り返

らせ､その児童たちから､日本の学校で感じた困難さや苦労を発
表してもらう。
•今日の授業を通して､何を学んだか記述する。

ワークシート

2 

本
時

互いのちがいを認
め、理解しながら
他者を尊重する態
度を育てる。

•自分が人と違うと感じた経験を想起させる。
•四人一組をつくり､自分ではない人物Aさん •Bさん •Cさん •D

さんに役割カードに沿ってなりきり､ある表彰式に出席するため
の計画を決める。
•話し合いをしてみて､感じたこと思ったことをワークシートに記

入する。
•正体カードに記載している内容をもしはじめから知っていたら、

どんなことに気をつけて話し合いをしていたかワークシートに
記入する。
•授業を通して､学んだことや友だちの意見を聞いて学んだことな

どを書く。

Aさん
Bさん
Cさん
Dさん
ネームタグ

表彰式計画表

役割カード

正体カード

ワークシート

3

世界には様々な文
化 や 背 景 を 持 つ
人々がいることを
知り､互いに尊重
し合いながら異文
化理解に努めよう
とする態度を育て
る。

•ブラジルでの実体験を伝える中で､世界には様々な文化や背景を
持つ人々がいることを知る。
•ブラジル以外の独自の文化を持つ国やそこで生活する人々を紹介

する。
•授業を通して､学んだことや友だちの意見を聞いて学んだことな

どを書く。

教師海外研修
で得た資料
（写真・映像）

ワークシート

：互いのちがいを認め、理解しながら他者を尊重する態度を育てる。ねらい

【5】本時の展開

過程
時間 学習活動 指導上の留意点（支援） 資料（教材）

導
入 

（
5
分
）

1 自分が人と違うと感じた経験を想起さ
せる。

○「人と違う」と感じたことはある?
•ある
•ない

○そう感じるのはどんなこと? 
そう感じるのはどんな時?
•顔
•身長や体重
•性格
•話し合いをしている時
•授業で自分の考えを出す時

•自分が人と違うと感じた経験を想起させ
ることで、本時で学習することの見通し
を持たせる。

•あるかないかの二択にし、全員が挙手な
どで参加しやすい場づくりをする。

•違いを感じることや違いを感じる時を具
体的にイメージしてもらうことで、自分
自身の生活と結びついていることを意識
させる。

展
開 
（
35
分
）

2 四人一組をつくり、自分ではない人物
Aさ ん・Bさ ん・Cさ ん・Dさ ん に な り
きり、 ある表彰式に出席するための計
画を決める。

　次の①～④の項目について、グループ
で話し合う。

①行き方 
（大人といっしょに行くか・子どもだ

けで行くか）
②表彰式の服装 
（肌が見える服そう・肌が見えない服

そう）
③食事メニュー 
（和食【肉なし】・洋食【肉あり】）

④会場の掃除 
（そうじする・そうじしない）

•Aさん～Dさんのネームタグを事前に用
意し、首にかけてもらうことで、誰がど
んな人物になっているか教師側、子ども
たち自身が把握しやすいようにする。

【話し合いを始める前に伝える点】
•Cさんだけは、女の子に担当してもらう。
•話し合いが終わるまで必ず役割になり

きる。
•各項目は時間内に決める。
•カードは相手に絶対見せない。 
（1項目ずつ）

話し合いに入る前
•役割カードを読んで、役になりきる時

間を1分とる。
話し合い中
•制限時間2分とし、時間厳守。

Aさん
Bさん
Cさん
Dさん
ネームタグ

表彰式計画表

役割カード

3 話し合いをしてみて、感じたこと思った
ことをワークシートに記入する。

○計画を立てる話し合いをしてみて、 
どんなことを思いましたか?

• 意見が食い違ってどちらにするか全然ま
とまらなかった。
• 相手の意見に耳を傾けることができな

かった。
• 自分の考えを伝えることに必死だった。
• 多数決で決まってしまった。
• ジャンケンで決まってしまった。

4 正体カードを配布する。
　A→B→C→Dの順で、正体カードに記載

している内容を他のメンバーに伝える。

•発問を板書する。

•グループ内と全体で意見を共有する。

•机間巡視を通して、それぞれの児童の記
述を把握しておき、共有する際に活用す
る。

•まずは自分自身で正体カードを読む時間
を確保し、自分の中で理解してから他の
メンバーと共有するようにする。

ワークシート

正体カード



42 43

5 正体カードに記載している内容をもし
はじめから知っていたら、どんなことに
気をつけて話し合いをしていたかワー
クシートに記入する。

○もし、はじめから相手の正体カードの内
容を知っていたら、あなたはどのような
ことに気をつけて話し合いをしていま
したか？

•相手の理由を聞くように気をつけていた
と思う。
•自分の考えを押し付けるだけでなく、相

手の意見に耳を傾けることを意識してい
たと思う。

•発問を板書する。

•グループ内と全体で意見を共有する。

•机間巡視を通して、それぞれの児童の記
述を把握しておき、共有する際に活用す
る。

ワークシート

終
末 

（
5
分
）

6 今日の授業を通して、学んだことや友だち
の意見を聞いて学んだことなどを書く。

○今日の授業を通して、学んだことや友だ
ちの意見を聞いて学んだことをワーク
シートに書いてください。

•教員の方からあえてこのワークショップ
のねらいや答えは伝えない。

•話し合いを通して感じたことや板書して
ある友だちの意見などを活用するよう声
かけをする。

グループ内で互いの意見を
しっかり伝え合う場づくり

役割カードで役割に
なりきって話し合い

導入の発問二択にすることで
挙手しやすい場づくり

思ったこと感じたことを
記述する時間の確保

ネームタグで役割の明確化

正体カードの内容を知って
メンバーと共有化

【6】本時の振り返り

•導入部分で、普段自分たちが感じる「人との違い」を問うことで、本時の学習の見通しを持つきっ
かけになった。
•役割カードで役割になりきってもらう設定にしたことで、普段発言することが苦手な児童も積極

的に話し合いに参加していた。役割カードの持つ可能性を感じた。
•話し合いに入る前に注意してほしい点をかみ砕きながら丁寧に説明したことで、話し合いの流れ

をスムーズにすることができた。
•話し合いをしてみて思ったこと感じたことを記述する→正体カードを提示する→正体カードの内

容を知っていたらどのようなことに気をつけて話し合いをしていたか記述する、この流れで展開
していくことで、児童の気持ちの変化や気づきをうまく引き出せると感じた。
•終末での発問を具体的にしぼった内容にするのではなく、広い捉え方にしたことで、児童一人ひ

とりの思い想いや考えを引き出すことができた。

【7】単元を通した児童生徒の反応／変化

本時で子どもたちに投げかけた二つの発問に対する代表者の考え

左　側
計画を立てる話し
合いをしてみて、
どんなことを思い
ましたか？

右　側
もし、はじめから相手
の正体カードの内容を
知っていたら、あなた
はどのようなことに気
をつけて話し合いをし
ていましたか？

•互いの違いを理解し合おうとする態度
•違いをもっと知りたいとする意欲
•なぜ違うのか、その裏に隠された理由や事実を知ろうとする姿勢
•違う部分を認め合おうとする心情や態度

（授業前）
•クラスの中には、ブラジル・ペルー・フィリピン・アメリカ・オーストラリアにルーツを持つ児童

が多く在籍しているが、入学当初からほとんど皆一緒に生活しているため、異文化を意識する雰
囲気が子どもたち同士の中でなかった。子どもたちは、“同じ教室に様々な国にルーツを持つ者が
いて一緒に生活している”それが「当たり前」のことであると感じていた。

授業実践の様子

単元を通し変容した児童の態度や学習意欲

途上国・異文化への意識の変容
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（授業後）
•授業を通して、今まで感じていた“同じ教室に様々な国にルーツを持つ者がいて一緒に生活

している”という「当たり前」が、考えてみると実はすごいことだと気づいたようだった。 
私 は ブ ラ ジ ル に 足 を 運 び、は じ め て「多 文 化 共 生」を 肌 身 で 感 じ て き た が、33人 の
子 ど も た ち は、す で に 教 室 の 中（小 さ な 社 会 の 中）で 多 文 化 共 生 を 実 現 し て い て、そ
れ に は 互 い が 理 解 し 合 お う と す る 心 が あ る か ら だ と 改 め て 振 り 返 る こ と が で き た。 
今できている「当たり前」のことをこれからも続けていきたいと感じる児童が多くいた。

【8】自己評価

•実際にクラスの中に外国籍児童がいることで、学習や生活を進める上で互いにメリットとなる点が
多くあるが、その一方で途上国や異文化について取り上げる際、その国やその国にルーツを持つ外
国籍児童たちに対する偏見が生まれないよう細心の注意をはらわなければならない点は苦労した。

•実際にブラジルへ足を運び手に入れた資料（写真や映像など）をもっと活用するべき点は改善して
いきたい。
•子どもたちにいかに「他人事とせず自分事とするか」を教材研究や準備の段階で今回の実践以上

にじっくり考えていく必要があると感じた。

•今のクラスの子どもたちを受け持つことが決まった時、同じ教室に様々な国にルーツを持つ者が
いることは難しい面が沢山あるのではないかと思っていた。しかし、ふたを開けてみたら、そこに
は“同じ教室に様々な国にルーツを持つ者がいて一緒に生活している”ということは「当たり前」と
いう雰囲気が広がっていて、外国籍児童もそうでない児童も互いに協力し合いながら生活してい
た。私自身も児童たちの姿を見て、その雰囲気にすぐ馴染むことができた。今回の実践は、自分
自身にも児童たちにも、改めて「当たり前」について振り返えらせることができる内容になったと
思う。今「当たり前」にできていることは、とても大切なことであり、これから生きていく中でも
忘れないでいてほしいものであることを、卒業までの残りわずかな日々の中で全力で伝え続けてい
きたい。

•外国籍児童に対する見方の変容。外国籍児童は、入学当初から日本語の更なるレベルアップを目
指して、周囲よりも倍以上の課題を毎日こなしている。そんな外国籍児童たちの日々の頑張りや
努力への賞賛や応援する雰囲気が今まで以上にクラスの中で広まった。
•今までは、違いに対してマイナスのイメージが児童の中に強くあったが、違いは実はプラスにも

なっていく（違いを認め合い生かし合うことでより良いものを創り上げることができるなど…）こ
とに気づけたことで、新たな視点で物事を見ることに繋がった。

表彰式計画表

ワークシート

1. 苦労した点

4. 備考

3. 成果が出た点

2. 改善点

添付資料：ワークシート、表彰式計画表、役割カード、正体カード
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役割カード 役割カード
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役割カード 役割カード
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氏 名 山本 エメリン 授 業 実 施 学 校 名 横浜市立生麦小学校
担当教科 国際理解教育 実践教科 国際理解教育 所 属 横浜市教育委員会
時 間 数 1時間 対象学年 6年生 人 数 34人

カ ル チ ャ ー シ ョ ッ ク 体 験 ！

【 実 施 概 要 】

　異なる文化に対し、興味関心をもって知ろうとする児童が多い。違いを知ることにとどまらず、
他者の立場に立った視点を養うことも必要だと考える。小学校6年生なので、一方通行の授業では
なく、ゲーム感覚で学べるワークショップを行った。国際理解の授業では、外国人講師（ IU I）は英
語のみを使用するため、なるべく優しい英単語を使うことを意識した。担任教諭が日本語で補足を
してくれるが、生徒たちの理解度をよく確認しながら指導することに留意した。

子どもたちにカルチャーショックを体験させ、今後どのような行動をとるべきか、どのようなこと
ができるかについて考えさせる。

【1】単元のテーマ・目標

【2】単元の評価　規準例

【3】単元設定の理由 ✓ 児童／生徒観　✓ 教材観　✓ 指導観

(ア ) 関心・意欲・態度 ワークショップに関心を持って参加することができているか。

(イ ) 思考・判断・表現 ワークショップにおいて、怒ったり、困ったり、悩んだり、解決したい気持ちなど、 
感情移入できているか。

(ウ ) 技能 ロールプレイにおいて、役割をうまく演じることができているか。

(エ ) 知識・理解 マイノリティとマジョリティ両者の立場を理解することの意味に気づき、 
両者の立場を理解することができているか。

【4】展開計画（全1時間）　

時 テーマ・ねらい 活動・内容 使用教材

本
時

　子 ど も た ち に カ ル チ ャ ー
ショックを体験させ､今後どの
ような行動をとるべきか、どの
ようなことができるかについて
考えさせる。

 ジェスチャーゲームと､ロールプレイゲーム
をさせて､異文化体験と自分とは異なる他者
の立場になることを体験させる。

ジェスチャーカード
ロールプレイカード
ワークシート

正体カード
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過程
時間 学習活動 指導上の留意点（支援） 資料（教材）

導
入 

（
2
分
）

英語の授業が始まったことを示すために、 
英語で挨拶をする。
IU I：Good morning!  How are you?
TT：Good morning!  I am fine. And you?
IU I：I am good! Thank you. 
　　Good morning everyone! How are you?
Students：I am fine. And you?
IU I：I am great! Thank you.

最初は見本として担任の先生（TT）
との挨拶を見せる。

展
開
① 

（
15
分
）

【ジェスチャーゲーム】
ねらい　※文化の違いについて気づくこと
　　　　※マイノリティの気持ちを感じること

Today we are going to s tudy some 
gestures f rom other countr ies!
From now on, please make a group of 4 
people.
I’m going to teach you the gestures .
Let’s t r y!

ジェスチャー練習
Now Let’s do the matching game!
Here’s some card.
I’m going to ask some quest ions in Engli sh .
But you do not speak . 
You can use only ges tures that you 
learned before.
You have to f ind same answer as many as 
you can.
The group who f inds the most matching 
wil l be winner.
You have only 3minut s .  Ready s tar t!
T ime i s up!!
How many matchings can you make?
More than 10?
(Check the number)
All r ight . Now let’s change the group. 

同じことをする。（しかし、教えたジェスチャーが 
違うので合わないことが多くなる）
T ime i s up!
How many matchings can you make?

前回と違って、マッチングする数が減る
What happen? What do you think?
Please talk about i t in the group.
To tel l the truth, I teach you dif ferent 
ges tures . 
How did you feel when you are di f ferent 
f rom other s?

AETの問いかけに反応ができてい
るか、TTが確認する。
カードを他のグループに見せない
ように注意する。

ジェスチャーカードを配り、写真
の通りに各グループで練習させる。
教師も説明は言葉でせずに写真を
指示しながら、ジェスチャーで教
える。

適宜、ルールについてTTが日本語
で意味を確認する。

各グループから3人ずつ違う 
グループに移動させる。

どうして、同じ質問なのに、答えが
合わないのか話し合わせる。
そのとき、どう感じたか。

ジェス
チャー指
示カード

イラスト
カード

ストップ
ウォッチ

【5】本時の展開

展
開
② 

（
25
分
）

【ロールプレイ】
ねらい　※自分と違う人と出会う時、どのような行動

をとればいいのかを、体験的に学ばせる

「それではここから、ある女の子の物語を読んでもら
います。」

グループごとカードを読んで、そのロールプレイを
演じてみてください。

他のみなさんは何が起きたのか、考えてみてください。

カードを読み込んだ後、各グループで劇の練習。

何グループかに発表してもらい、何が起きたのかを
話し合って、意見を出してもらう。

振り返りシートを記入。

「それではここから、ある女の子の物語を読んでもら
います。」

グループごとカードを読んで、そのロールプレイを
演じてみてください。

他のみなさんは何が起きたのか、考えてみてください。

ロールプレイカードを配る。

カードを読み込んだ後、各グループで劇の練習。

何グループかに発表してもらい、何が起きたのかを
話し合って、意見を出してもらう。

ロールプレイカード配布

振り返りシート配布

ロールプレイカード配布

ロール
プレイ
カード

振り返り
シート

ロール
プレイ
カード

ま
と
め 
（
5
分
）

振り返りシートを記入。 振り返りシート配布 振り返り
シート

授業実践の様子

ジェスチャーゲームの様子

ロールプレイカードを読んでいる様子

グループで考えた劇を発表している様子
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　児童たちが感想を発表する際、このワークショップのねらいや目的をすべて言ってくれて、伝え
たいことや、考えて欲しいことなどが伝わったと実感した。

ジェスチャーゲームをしている時の児童のことば
　「考え方が違うから混乱してしまった」「マイノリティになって寂しかった」「かわいそうだ」「自
分がやっていることと違う。なんで？どうして？」「そんな簡単な遊びやスポーツできないのか？
またはできるの？っていうカードがあってびっくり」

ジェスチャーゲームの意味を知った後の児童のことば
　「おどろいた」「なるほどと思った。かわいそうだなー。」「外国と日本の文化が違うのもこのこと
かなと思いました」「身近なことにもあると思いました」

ロールプレイゲームをしている時の児童のことば
　「かわいそうだなーと思いました」「みんな演技上手だなと思いました」「ぜんぜん外国の文化など
が知らないなっと感じました」「日本文化と外国文化が違うから色々勉強しようと思いました」

ロールプレイゲームのそれぞれの理由を知った時の児童のことば
　「初めて知ることばかりだった」「かわいそうだなー」「やだなことをしていると思ってもすぐに避
けたりしないようにしたいと思いました」「やっぱりこういう間違いはあるから色々勉強したいで
す」「外国だと違う反応するんだなと思いました」

児童の感想
　「外国に行った時も反応に気をつけたほうが良いと思いました」「外国の文化をもっと知りたいな
と思いました」「言葉を話してはいけない、つまり、言語が通じない時すごくテンパりました」「こ
のワークショップで、とても他の人の気持ちになることができて、良い経験ができました」

【6】本時の振り返り

【7】単元を通した児童生徒の反応／変化

　ワークショップが終わった後も、児童たちが質問に来たことからも、もっとこのテーマについて
知りたいと感じる児童がいると考える。自分たちが今まで気づいてなかったことに対し、意識して
気づくようになった子どもが多いと感じる。自分も外国に行ったら同じ経験があるかもしれない、
と自分事として、今日本に住んでいる人としてどういうサポートすれば良いのか友達同士で休み時
間に話している子供もいた。

（授業前）
　児童たちの中で海外に行ったことがある子は少ない。海外に行ったことがある児童でも、旅行で
外国の一面しか経験したことがないので、世界の中に違う文化、生活、言語、食べ物、学校などが
あることを意識していなかった。

（授業後）
　多くの児童が、外国人が初めて日本に来る時と同じカルチャーショックを体験した。これからも
もっと海外に興味を持ってくれる子どもたちが増えて、文化、言語、食べ物など、途上国について
調べるようになった。自分の国についてもまだまだ知らないと気づいた児童もいた。外国人に日
本の文化、言語、歴史などを良く説明できるように勉強したいとの声もあがるようになった。

【8】自己評価

●ジェスチャーゲームの際、しゃべってはいけないことが分かっていても、話してしまうグループ
があった。
●隣のグループのカードを見てしまう児童がいた。
●演技をすることが苦手な児童もいて、上手く伝えることができなかったグループもあった。

●ゲームの際、ルールの徹底をするべきであった。
●グループはできるだけ離れて着席させるべきであった。
●ロールプレイの練習の際、ポイントになる箇所をつたえ、その部分をきちんと演じさせるように

指導するべきであった。

● IU I と TT は、ワークショップをとても良いチームワークで行うことができた。
●簡単な英語を使うことと、できるだけ短い文章を使うことによって TT が日本語に通訳しなくて

も児童に伝えることができた。
●時間を見ながら指導計画通りにすすめることができた。
●本時のねらいが伝わり、異文化を知るだけでなく、他者の立場になって考えるという姿勢を児童

が持つようになったことが成果だと考える。

単元を通し変容した児童の態度や学習意欲

途上国・異文化への意識の変容

1. 苦労した点

3. 成果が出た点

2. 改善点

添付資料：ロールプレイカード
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ロールプレイカード ロールプレイカード
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氏 名 江本 敦子 学 校 名 横浜市立潮田中学校　
担当教科 英語 実践教科 道徳
時 間 数 1時間 対象学年 2年 人 数 40人

ジェスチャーゲームで他者理解と自己理解

【 実 施 概 要 】

　本校は2割の生徒が外国につながる生徒で、つながる国は南米を中心に12カ国に及ぶ。多文化
共生的な環境があり、様々な文化を受け入れる土壌がある。毎年2月には多文化ウィークがあり、
地域の外国の方を招いて様々な文化を体験するワークショップや、講演会を行っている。また10

月にも J ICA 日系社会次世代育成リーダーとの交流を行い、本校ならではの多様性を生かし、生徒
による通訳を行いながら南米からの留学生と交流を行った。
「2年4組」

　明るく好奇心旺盛な生徒が多く、男女の仲も良い。挙手での発言も多く、ペア活動やグループワー
クでも男女を気にすることなく、協力して取り組んでいる。ただ、自分の考えや気持ちを整理して、
うまく言葉で表現したり、書いたりすることが苦手な生徒もいる。
　人の話を静かに聞くことができる生徒が多くいる一方で、自分中心的な発言や行動をしてしまう
姿も見られる。
　文化の違いという違う角度から物事を考え、思いやりの気持ちを持って、他者と接していける心
情を育てたい。

様々な文化を認め、文化の違いという角度から異文化を認め合う気持ちを育てる

【1】単元のテーマ・目標

【2】ねらいとする価値

【3】単元設定の理由 ✓ 児童／生徒観　✓ 教材観　✓ 指導観

(ア )道徳的実践意欲と態度 他の人の見方や考え方を認め、それぞれの個性や立場を尊重しようとする。

(イ ) 道徳的判断力 自分と異なるものの考え方があることを認めようとする気持ちを持つ。

(ウ ) 道徳的心情 人それぞれの考え方があることに気づき、個性や立場を尊重することの大切さを理
解する。

(エ ) 内容項目

【主として集団や社会との関わりに関すること】　視点C-18
国際理解、国際貢献 世界の中の日本人としての自覚をもち、他国を尊重し、国
際的視野に立って、世界の平和と人類の発展に寄与すること。
【主として人との関わりに関すること】　視点B-9

自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、それぞれの個性や立場を尊重し、
いろいろなものの見方や考え方があることを理解し、寛容の心をもって謙虚に
他に学び、自らを高めていくこと。

ロールプレイカード
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過程
時間 学習活動 指導上の留意点（支援） 資料（教材）

導
入 

（
10
分
）

T：今日は異文化理解体験のひとつとして、ジェスチャー
ゲームをしましょう。
日本にもさまざまなジェスチャーがありますね。
人を呼ぶときはどうやって呼びますか？
➡手首を振っておいでおいでをする。
アメリカではこのジェスチャーは「あっちいけ」の意味で
とられたりします。
他にも、挙手をするときは、欧米は人差し指を立てたり、
国によって様々なジェスチャーがあります。
今日はみなさんに南米のアマゾンに住むインディアンの
ジェスチャーを紹介します。
まず4人（3人）のグループを作ります。
ここからは絶対に話してはいけません。
カードには「はい」と「いいえ」のジェスチャーが書いてあ
ります。
話をせずにジェスチャーの確認をしてください。
S：ジェスチャー練習
おぼえたら、ジェスチャーカードは必ず回収する
T：それではこれから、共通点探しゲームをします。
ここに、カードがあります。カードを見ながら、「できる」
か「できない」か、Yes、 Noで答えてください。
グループの全員が同じ答えになるカードをできるだけ多く
集めてください。カードは順番にめくっていってください。
ただし、絶対に話してはいけません。先ほど覚えたジェス
チャーだけを使ってください。
時間は3分間です。
よーい、スタート。
はい、終了です。同じ答えになったカードは何枚集まりま
したか？
➡一番多く集まったグループに拍手
では、今度はグループを変えましょう。
右上角に座っている生徒以外の 3人は他のグループへ移動
する。
では、できるだけ多く共通点を見つけましょう。
絶対に話してはいけません。
同じことをする。（しかし、教えたジェスチャーが違うので
合わないことが多くなる）
はい、終了です。ここからは話してもいいです。
（前回と違って、マッチングする数が減るはず）

どうですか？いくつ共通点が見つかりましたか？
最初の時より、ずいぶん減りましたね？
どうしてだと思いますか？

カードを他のグループに
見せないように注意する。
ジェスチャーカードを配
り、写真の通りに各グルー
プで練習させる。
教師も説明は言葉でせず
に 写 真 を 指 示 し な が ら、
ジェスチャーで教える。

各グループから 2人ずつ
違うグループに移動させ
る。

どうして、同じ質問なのに、
答えが合わないのか話し
合わせる。
そのとき、どう感じたか。

ジェスチャー
指示カード

イラスト 
カード

ストップ
ウォッチ

【4】展開計画（全1時間）　

時 テーマ・ねらい 活動・内容 使用教材

本
時

　様々な文化を認め、文化の違
いという角度から異文化を認め
合う気持ちを育てる。

①ジェスチャーを使ったワークショップ
②実際に起こった出来事を元にしたロール

プレイ
③道徳の教科書を使ったワークシート

イラストカード
ロールプレイカー
道徳ワークシート
振り返りシート

【5】本時の展開
展
開 

（
25
分
）

グループで話し合ってください。
➡前回よりも共通点が見つかりにくくなったことについて、
グループで話させる。
何が起こったと思いますか？
➡何人かに質問する。
最後に種明かし
実は先生はYes Noのジェスチャーを半分のグループに反対
に教えていました。
他の子とあたり前が違うと思ったとき、どう思いましたか？
➡何人かに質問する

それではここから、ブラジルから来たある女の子の物語を読
んでもらいます。グループごとカードを読んで、何が起きたの
か考えてみてください。
ロールプレイカードを配る。

カードを読み込んだ後、グループで話し合わせ、代表が出た
意見を書き込む。

何グループかに発表してもらい、何が起きたのかを話し合っ
て、意見を出してもらう。
➡答えのカードを配って、理由を説明する。

グループに一枚ずつ同じ
カードを配る。

カードは3種類くらい時間
を見て、配る。

ロールプレイ
カード

答えのロール
プレイカード

ま
と
め 

（
5
分
）

最後にエメリンの紹介をする。
これは、実際にこの潮田中学校で起こった話です。彼女は 10
年前の潮田中学校の卒業生です。

他にも日本で私たちが当たり前と思っていることが、外国の人
からは驚かれることがあります。ワークシートに入ることば
を考えてみましょう。
➡教科書P90～97のマンガの紹介
今日の活動を通してどう思ったか、最後に振り返りシートに記
入してください。
自分にとって当たり前のことが、文化や国がちがえば、まった
く反対の意味になったり、違った意味になったりします。いろ
いろなものの見方や考えがあることを知って、自分だったらど
う接していくか考えてみてください。
最後に今日の授業を通して感じたことを書きましょう。
振り返りシートを記入

ワークシートの
マンガのふきだしに記入

振り返り記入
振り返り
シート

授業実践の様子

ジェスチャーがわかりやすく、簡単なものだった
ので、すぐに覚えることはできました。

私自身の異文化体験の話も交えて、エメリンの
物語についてみんなで考えることができました。
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　ジェスチャーゲーム中、驚きや、不満、戸惑う子どもたちの姿が見られました。ゲームを通して、
自分が異文化に入り込んだときの疑似体験ができたと思います。言葉が通じない、ジェスチャーも
違う、あたり前のことがあたり前でなくなる感覚を子どもたちに感じてもらうことができました。
エメリンの物語は全部で5つのエピソードがありましたが、時間の関係上ひとつしか紹介できませ
んでした。しかし、この物語のエメリンが本校の卒業生であり、本校にも実際にたくさんの海外か
らの転校生や、外国につながりのある生徒がいることから、かなり身近な話としてとらえていた生
徒が多かったように思います。相手の立場に立って、いろいろなものの見方や考え方があること
を理解し、お互いに話し合っていくことが大切なのだと子どもたちとともに考えることができまし
た。

●言葉を使わずにコミュニケーションをとるのは難しい。
●通じていたことが他のところにいくと通じなくなったのは本当にあることだと思った。
●ひとつのジェスチャーで他人が解釈するレベル（内容）が違うと気づいた。
●お互いに思っていることが違うと誤解を生んでややこしくなってしまった。
●誤解があったときは、まずは相手に聞いてみるのが大事だと思いました。
●カルチャーショックはすごく傷つくことなんだなと思った。
●お互いを知らなかったせいで、思ってもいない感じで受け取られてしまったので、お互いのこと

を知ることは大切なのだと思った。
●私たちがその文化を知っていればそういった誤解を生まなくてすむので、知れてよかった。
●普通だと思っていたことが実は違ったということはよくあると思う。
●文化が違うと誤解があって、ちゃんと話すことが大事なんだと思った。
●意味のとらえ方が違うことでお互いいやな気持になってしまうと思った。

【6】本時の振り返り

【7】単元を通した児童生徒の反応／変化

　授業の振り返りでは伝えることの難しさや、大切さに気付けたという感想が多くみられました。
活動の様子を見ても、どの生徒も、最後までコミュニケーションをとることをあきらめずに、相手
や状況を理解しようとする姿勢が見られました。遠い異国や文化の違いとしてとらえるのではな
く、自分事として身近にとらえ自分たちの日常に置き換えて考えることができました。

（授業後）
　異文化というよりは自分たちの身近な出来事ととらえてくれたように思います。本校ならでは
の多文化的環境もあるからかもしれませんが、お互いを知ることの大切さを感想に書いている生徒
が多かったです。

【8】自己評価

　ジェスチャーゲームで、必ず覚えたジェスチャーを使うこと、に絶対に話さないことという指示
を出しましたが、どうしても話してしまう子や、うなずきや首ふりなど違うジェスチャーを使って
しまう子どもがでてしまい、ルールの徹底が難しかったです。また、席の移動や人数、生徒の組み
合わせを考えるのも、アクティビティを成り立たせる上で苦労しました。エメリンの物語では、話
し合いや意見がなかなか出せない班もあり、もっと良い発言の引き出し方を考えないといけないと
思いました。

　ジェスチャーゲーム2回目のカードをもっとわかりやすい、当たり前にできたり、できなかった
りするものに変えたほうがより、違いを出しやすいと思いました。ジェスチャーゲームに時間をか
けすぎずに、エメリンのエピソードも一つだけではなく、最低でも2種類は紹介して、各グループ
で共有できたら良かったです。

　子どもたちが日ごろ意識したこともないジェスチャーや言葉の違いに目を向けさせることができ
たと思います。当たり前や慣習になっていることを違った角度から見ることで、国や文化の違いだ
けでなく、ひとりひとりの個性や立場を尊重することの大切さについて考える機会を作ることがで
きました。

（授業前）　
　私が英語科なので、英語を教えるにあたって日ごろ感じることは英語に限らず、外国語を話すの
が苦手、言葉の通じない外国人とコミュニケーションをとるのは難しく、できるだけ避けたいとと
思っている生徒が多いと感じます。英語を話す必要性についても、自分たちが今後海外に出ること
もなく、日本の現在の環境が当たり前に続いていくと思っているような発言が見受けられます。

　今回このワークショップを作るにあたり、大きな課題となったのは汎用性でした。もともと、英
語の授業で取り扱う予定でしたが、道徳担当からの依頼もあり、急遽道徳用に作り替えました。
　また、学校やクラスの状況にも配慮して、本校の生徒向きに教材や発問を工夫しました。授業を
考えていく中で、当初の目的であった汎用性のあるワークショップを作れたように思います。いつ
でも、どこでも、だれでも取り扱えるようなわかりやすいガイダンスが必要だと思います。

単元を通し変容した生徒の態度や学習意欲

途上国・異文化への意識の変容

1. 苦労した点

4. 備考

3. 成果が出た点

2. 改善点

参考資料：『きらり道徳』正進社

添付資料：ロールプレイカード、ワークシート①、イラストカード、ワークシート②（道徳教科書の漫画）
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ロールプレイカード ロールプレイカード
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イラストカード

ワークシート①

ロールプレイカード

「We can! 1,2 －新学習指導要領対応小学校外国語活動教材」  発行  文部科学省  巻末資料に、授業者が日本語を追記して作成した。
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氏 名 齋藤 若菜 学 校 名 横浜市立南高等学校附属中学校
担当教科 国語 実践教科 道徳（総合的な学習の時間含む）
時 間 数 9時間 対象学年 中学3年 人 数 40名

【 実 施 概 要 】

　SGH( スーパーグローバルスクール ) に指定されている南高等学校の附属中学校である本校では、
日頃から国際感覚に訴える機会が数多く設定されている。中学校3年生では、修学旅行の位置づけ
であるカナダ修学旅行が実施され、現地でホームステイや一日留学などを行うが、その際にただ漠
然と日本と外国との違いを感じるのではなく、違いを見つめる視点をもって感じ考えてほしいとい
う思いで本単元計画を作成した。また、1年次には週に一度行う道徳の授業で『世界がもし100人
の村だったら』をプリントで読み、世界の中の日本について考え、2年次には『世界がもし100人
の村だったら』のワークショップをアレンジして「附属中40人村を作ろう」を行った際には、「自
分が（役割カードの人物に）なりきることで、いつも先生に聞いていた話が他人事ではないのだと
感じた。」「自分でやってみると、ただ読んだ時とは違って自分たちの生活とのとても大きな違いが
わかった。」という生徒の振り返りを受け取った。今回の学習でも、教師自身の経験をもとにした
ワークショップを通じて、生徒に疑似体験してもらい感じ考えたことが、その先にある生徒たち自
身の新たな体験への第一歩となることを願う。特に、担当学年である本校の中学3年生に向けては、
高校進学に際して“外国”に対する偏ったイメージや知識を植え付けないよう、知識ではなく異文
化への視点の向け方や違いの捉え方、それらが国際社会だけではなく身近なところにも生かしてい
けることを念頭に置いて、国際理解的指導と相互理解的指導を並行して行っていきたい。

◎個人と個人の間にある“当たり前”の違いに気づき、違いを前向きに捉えられるようになる。
【多面的・多角的な見方へ広げる】

　個人の行動の背景にある様々な見方・考え方に気づき、自分の見方・考え方を広げ深める。
【自己を見つめ、考えを深める】

　気づいたことをもとに、自分はどうであるかどう考えるかなどを振り返り、考えを深める。

【1】単元のテーマ・目標

【2】単元の評価　規準例

【3】単元設定の理由 ✓ 児童／生徒観　✓ 教材観　✓ 指導観

B－9　相互理解・寛容
自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、それぞれの個性や立場を尊重し、
いろいろなものの見方や考え方があることを理解し、寛容の心をもって謙虚に
他に学び、自らを高めていくこと。

C－18　国際貢献・国際理解 世界の中の日本人としての自覚をもち、国際的視野に立って、世界の平和と人
類の幸福に貢献する。

表 彰 式 に 参 加 し よ う ！
～ “ 当 た り 前 ” っ て な ん だ ろ う ～

ワークシート②
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　実際に本時の授業を行う時期には、中学校の一大行事であるカナダ研修旅行を終え、自国の文化
や自分の家庭、個人の“当たり前”が当たり前ではないと気づく場面に遭遇した生徒も多いことが
想像できる。今後高校・大学への進学を経て、国際社会に足を踏み入れていくであろう彼らが、国
や人種だけではなくより身近なところにまで目を向け、自分とは違う“当たり前”を持つ人々を受
け入れ、互いに思い合いながら生活できることを願う。良い面にも悪い面にも捉えられる日本人社
会の同調圧力のなかで、違いを認め合い、違いがあることを楽しめるような生徒に育ってほしい。
集団の中で、“自分の当たり前が周囲の当たり前と異なる”（マイノリティになる）ことを体験する
ワークを通じて、身近な多文化共生について感じ、考える。

【4】展開計画（全9時間）　

時 テーマ・ねらい 活動・内容 使用教材

1
2
3
4

【カナダ研修旅行　事前学習】

○日本とは違う、カナダの
文化や歴史について知る。

○異文化に触れる際にどの
ような視点（見方や考え
方）をもつかを考える。

•カナダへの研修旅行の事前学習として､ 大
テーマ｢カナダの文化･習慣｣について､班（四
人）ごとに小テーマを設定し､調べ学習を行
う｡ 一人一枚ポスターにまとめて発表交流｡
（ファーストネーションや多文化社会につい

てや､複数の言語の共存､日本とのマナーや
習慣の違いについて考える｡）

•“異文化に触れる際にどのような視点をもつ
か”というテーマで､教師の留学体験や旅先
でのトラブル、ブラジルでの気づきをもとにし
た講話（?）の実施｡（初めての海外渡航を控え
る生徒も多いなか､教師がブラジルで体験し
たアブラッソ（抱擁）の文化への驚きや､日系
ブラジル移民 1世の方々の経験について話を
する｡）“異文化（≒知らないもの）”への漠然と
した不安や恐怖を､どのような見方･考え方
をすれば克服し､楽しむことができるのかを
考える。

写真（パワーポイント）

5
6
7
8

【カナダ研修旅行　事前学習】

○感じたことや考えたこと
を整理し、英語で発表する

○視点をもとにカナダ研修
旅行を振り返る。

•印象に残ったこと､感じたことを整理して､
英語を使ってポスター一枚にまとめ､一人
●分程度のプレゼンテーションを行う。

•事前学習時に話していた視点をもとに､彼ら
が外国の文化のなかに身を置き驚いたり戸
惑ったりした文化･習慣の“違い”に焦点を当
てた振り返りを行う。

写真（パワーポイント）

9 

本
時

【道徳】

個人と個人の間にある“当た
り前”の違いに気づき、自ら
の日常に引き寄せて考える

•集団の中で､ “自分の当たり前が周囲の当た
り前と異なる ”（マイノリティになる）こと
を体験するワークを通じて､身近な多文化
共生について感じ､考える。

パワーポイント
資料①ワークシート 
「表彰式に参加しよう !」

資料② 
『表彰式の案内 ～招待状～』

資料③ワークシート
「表彰式の参加計画」（班用）

資料④【役割カード】
資料⑤※役割セリフカード
資料⑥【あたりまえカード】

過程
時間 学習活動 指導上の留意点（支援） 資料（教材）

 

導
入 

（
7
分
）

○本時の活動について

•カナダ研修旅行を思い出しながら“初めの考え”
を記入する。

※看板や学校の制度などにとどまらず、内面
的な違いも考えられるように

パワーポイント
資料①ワークシート
「表彰式に参加しよう !」
（個人用）

展
開 

（
35
分
）

•【役割カード】（※セリフカードもセット）と
表彰式の案内を見ながら、話し合いのルール
を理解する
①カードをほかの人に見せないこと
②カードに書かれた情報をもとに、その人

になりきって話し合うこと。
③時間内で計画を立てること。
④全員が納得するように話し合うこと。

•表彰式の参加計画を見ながら、4つの項目に
分けて、各項目3分で話し合いをする

•生徒がカードをもとに役割を
演じられるように机間巡視を
行う

（国籍など、カードと実際のコン
プレックスが重なり嫌な思いをす
る生徒がいないことを確認する）

各項目で必ず全員の意見を聞く
ことを意識させる｡ 各項目の制
限時間は 3分程度｡ タイマーで
計る。

パワーポイント
資料①ワークシート
「表彰式に参加しよう !」
（個人用）

資 料 ②『表 彰 式 の 案
内 ～招待状～』
資料③ワークシート
「表彰式の参加計画」
（班用）

資料④【役割カード】
資料⑤※役割セリフ
カード

•代表者は、班で決まった計画を全体に発表する。
班員はワークシートの②を記入する。

•クラス全体で計画を共有し、なぜそのように
決定したのかを考える

→悩んだ項目や自分の班の計画と違うところ
を

予想される感じたこと
「絶対意見が違うから難しい！」
「急に掃除しないとか意味分か

らない！」
「なんで 13時半に集合できるん

だよ！」
→個々の違いの背景を考慮しな
いマイナスの発言もあることに
気づかせる

パワーポイント
資料①ワークシート
「表彰式に参加しよう !」
（個人用）

資料③ワークシート
「表彰式の参加計画」
（班用）

•ワークシートの③を活用して自分の感じた
ことを整理する

•班のなかでこの背景（【あたりまえカード】
の情報）を事前に知っていたらどのような話
し合いになったかを話し合う。

•実際に教師の感じた日本やブラジルでの“違
い”（自分がマイノリティであると感じたこ
と）を聞き、自分に引き寄せて考える。

•【あたりまえカード】はあくま
でも架空人物の例であること
を伝える。

•一人で読んだ後、班の中で共
有させる

→水泳の話、ブラジルでの自分
の困惑、日系ブラジル人の体
験談

パワーポイント
資料①ワークシート
「表彰式に参加しよう !」
（個人用）

資料⑥
【あたりまえカード】

【5】本時の展開

日常生活やカナダ研修旅行（修学旅行）を通じて感じた“違い”（自分の当たり前が
周囲の当たり前と異なる経験）とその時どのように行動したかを想起する。

【あたりまえカード】を読んで、各役割の“違い”が生まれた背景を知り、
感じたことを班で話し合う。

今までに感じた“違い”（自分の当たり前が周囲の当たり前と異なる経験）を再度想起し、
自分や他人の“違い”に出会ったとき、どのように振る舞っていきたいか考える。

各役割になりきって班で話し合い、『表彰式の参加計画』を立てる。

各班で決まった計画と話し合いで感じたことを発表する。（班内→板書で全体共有）
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ま
と
め 

（
8
分
）

•感じたことをワークシートの④・フリース
ペースに記入する。（学びの記録）

生徒の実際のコンプレックスに
触れすぎないように注意する。
（班で共有などさせずに、自分

で考え深めさせる）

パワーポイント
資料①ワークシート
「表彰式に参加しよう !」
（個人用）

演じた役のもつ背景を知って、
改めて考えたことを個人で考える

それぞれが感じ考えたことの共有 全員が同じタイミングで次のワークに
移れるよう、視覚的な機器を活用

　授業計画時に想定していたよりもずっと積極的に楽しく取り組むことが出来た。特に、ひとつひ
とつの活動が進むたびに生徒から返ってくる反応に、生徒自身が実際に体験して考えることがいか
に大切であるかを痛感した。
　生徒の振り返りを受けて、彼らがワークショップを通じて得た「“違い”をみつめる視点」が少し
変化したことや、感じたことをジブンゴトとして捉え直し、自らの日常に引き寄せて考えることが
できたことを大変うれしく思った。
　来年にあたる2019年にはラグビーワールドカップが、2020年には東京オリンピックが日本で
開催される。いつにもまして世界からの注目が集まる日本に生き、多様な文化に触れるチャンスに
溢れた生活を送ることのできるこの時期だからこそ、多文化と共に生きることについて日頃から考
える機会や“違い”を前向きに楽しむことのできるような前向きな気持ちを、生徒たちとともに持
ち続けていきたいと思う。

【迫真の演技で白熱した話し合い直後の感想】
「どれも意見が一致しないじゃん！こんなんじゃ決まらない！」
「なんでだよー！妥協案出してるんだから少しは譲れよ…」
「だれも譲らないから面倒くさい」「自分も含めて妥協できない性格の悪い人ばっかり」という声。

【ブラジルで体験したエピソードを交えながら、
演じてもらった人物が周囲と違う当たり前を持っていた背景を伝えた後の感想】
　「最初からそれ知っていたら譲ったり説明したりもっと別の案を出したりしたのに…」
隣の子の手を握って謝るような場面も見かけ、背景を知ろうとせずに思い込みで話をしてしまった
ことへの後悔が伝わってきた。

【6】本時の振り返り

【7】単元を通した児童生徒の反応／変化

【振り返り用紙の記述】
○人間って一人ひとり当たり前が違うし、それがその人の住んでいる地域特有のものだったりする

から、いろいろ考慮して人と接しなければいけないな～と思った。人それぞれの違いを、否定的
に捉えるよりも、新たな意見・見方として自分の中に取り込んで成長出来たらいいな～と思う。
自分の当たり前を押し付けない、寄り添う！

○「当たり前」の違いは国の間だけではなく、もっと身近な個人と個人の間でもあるんだなーとゲー
ムを通じて感じた。面白かった !

○最初の役割カードを見たときは、理由がよくわからないことがあったけど、理由を知るとなるほ
どと思ったから、人と違うことがあったら周りの人がちゃんと話をきいてあげたり、自分から説
明をしたりすれば嫌な思いをしなくてよくなると思った。

○あたりまえカードを読んで初めて、「だからか！」って気づいた。日常生活ではあたりまえカー
ドはないから、自分で考えて気づけるようになりたい。

○みんな同じだと、それ以上ともに成長することが難しいが、違うと興味を持てたり視野が広がっ
たりするのでともに成長しやすいと思う

授業実践の様子
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　振り返り用紙に「やっぱり留学に行きたいと思いました！」という記述があった。該当の生徒に
理由を聞くと、「前は日本じゃない場所で英語を勉強したいと思ったからだったけど、今は自分の
持っている文化と違う文化の環境で生活してみたいと思ったから。」という答えが返ってきた。必
ずしも、英語を勉強することが海外留学ではないこと、他の文化の中で違いに直面することを恐れ
ることなく、それ自体を楽しもうとする発言を引き出せたことは、今回の授業の成果であるといえ
るのではないかと思う。また、日常生活において、「日本人は…」とひとくくりにする言い方をし
たあとに、はっとした顔をするようになった。日本人というくくりの中にも様々な違いがあり、日
本人らしさとして語るにふさわしい内容なのかを一度考えるようなきっかけになったのだろうと思
う。身近に引き寄せて、個人と個人の違いを受け入れるという観点では、多学年とのスポーツ交流
の際などに、学級・学年を超えた文化や習慣の違いを認め、違いを前向きに楽しもうとする姿勢が
みられるようになった。

（授業前）
　外国＝英語圏の意識が強く、英語圏の国の文化はあこがれの対象になりがちだった。
日本と異国の文化との違いを漠然と捉え、髙い興味を持っているため、英語の授業には前向きに取り
組む。実際にカナダに赴いて体験した物理的・制度的な文化・習慣の違いについてはよく気が付く。

（授業後）
　異国の文化との違いは、目に見えない感覚的・感情的なものも多いことに気づき、違いを知るこ
とが互いの文化を理解し合うことへの第一歩であると考えられるようになる。きちんと自分自身
が体験することによって、違いに気づけるような目を持ちたいと学びを振り返る生徒もおり、進路
学習の中での“高校進学後の学習意欲”として、交換留学や語学研修プログラムへの参加や留学生
の受け入れなどを口にする生徒も増えた。また、異国との間だけではなく、同じ環境で生活する周
囲の人との間にも“当たり前”の相違があることに気づき、周りをよく見ようとする行動が増えた
ように思う。それによって、互いの違いのみならず、人の良いところや行動に気づく場面が増加し、
日々の帰り学活で発表される“今日のピカイチ”では、より多くの生徒の名前や具体的な行動が挙
がるようになった。

【8】自己評価

　外国に繋がる背景を持ち得る生徒への配慮や、偏った知識の教え込みに繋がらないように意識し
て授業を組み立てた。ワークショップを用いる際に、こちらが想定している国の文化を持つ人物の
役柄を演じさせても、具体的に「○○の国の人です。この国では…」という背景の紹介をすること
を避けた。
　また、ロールプレイを苦手とする生徒や、役割カードの背景に重なる背景をもつ生徒への配慮と
して、ワークショップはあくまで役割を演じる場であり個人の事情とは異なることを伝えたうえで、

単元を通し変容した生徒の態度や学習意欲

途上国・異文化への意識の変容

1. 苦労した点
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　学級事情に応じて、外国に繋がる生徒への配慮を考える必要があると感じた。【役割カード】や【あ
たりまえカード】に具体的な国名や地域名をあげて活動することも想定できるが、実際に個人の持
ち得る外国との繋がり（背景）に触れる可能性がある。また、「○○という国はこうなんだ！」とい
う偏った知識を与えかねない。発達段階や学級事情を考慮して、適切な形に改善して活用する必要
があると感じた。

　見えなかった相手との“違いの背景”を知ったときの子どもの表情の変化から、自分の発した言
葉への後悔が読み取れた。異国の文化との違いは、目に見えない感覚的・感情的なものも多いこと
に気づき、違いを知ることが互いの文化を理解し合うことにつながるのだと気づいた生徒は大変多
い。振り返り用紙の記述に、「気づけるようなひとになりたい。」などの、今後目指したい“グロー
バルな人材”を意識した言葉が記されていたのは一つの成果だと思う。独り歩きしていた“グロー
バル人材”という言葉をより具体的に。自分の中で実感を伴って意識し、今後の生活や活動に生か
していけることを願う。
　また、身近に引き寄せて、個人と個人の違いを受け入れるという観点では、多学年とのスポーツ
交流の際などに、学級・学年を超えた文化や習慣の違いを認め、違いを前向きに楽しもうとする姿
勢がみられるようになった。互いの違いのみならず、人の良いところや行動に気づく場面が増加し、
日々の帰り学活で発表される“今日のピカイチ”では、より多くの生徒の名前や具体的な行動が挙
がるようになった。

【役割セリフカード】を用意した。
　さらに、国際理解的指導に寄せず相互理解的指導に重点を置くことにより、個人的なコンプレッ
クスに触れることへの配慮を行った。最後に身近に引き寄せて考える際には、四人班の形式で着席
させていたが、個人的な内容のため人に見えないようにプリント記入をするよう伝え、安心して個
人の経験や気づきを記述できるようにした。
　限られた時間のなかでの授業展開には課題が残る。気づきをより深めるためには、この時間にと
どまらず継続して気づきを思い出す機会を設ける必要があると感じた。

　子どもたちと一緒に考え、一緒に気づく、一緒に学ぶ…を体験できた時間だった。
活動の中で変化する子どもたちの表情や言動を目の前にして、たった50分でもきちんと気づきや考
えの深まりがあることを実感し、このワークショップは今後さらに改善して、続けていきたいと感
じた。また、ブラジル研修で毎日仲間と体験していた“知ろうとすること”や“気づきを共有すること”
の大切さを、自分の大切な生徒たちと共有し考えることが出来たことを心から幸せだと感じた。

4. 備考

3. 成果が出た点

2. 改善点

パワーポイント　スライド

特別の教科　道徳サポートブック（横浜市教育委員会） ／ ワークショップ版「世界がもし100人の村だったら」(開発教育協会 )
「開発教育ハンドブック  参加型学習で世界を感じる」(開発教育協会 ) ／ ブラジルの学校で撮影した動画

【研修旅行事前・事後学習】●パワーポイント  スライド一覧
【道徳授業】●パワーポイント  スライド一覧 ／ ●資料① ワークシート「表彰式に参加しよう !」（個人用）／●資料② 『表彰式

の案内 ～招待状～』（班用） ／ ●資料③ ワークシート「表彰式の参加計画」（班用） ／ ●資料④ 【役割カード】Ａ～Ｄ（個人用） 
／ ●資料⑤ ※役割セリフカード Ａ～Ｄ（個人用） ／ ●資料⑥ 【あたりまえカード】Ａ～Ｄ（個人用）

参考資料：

添付資料：
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パワーポイント　スライド パワーポイント　スライド
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ワークシートパワーポイント　スライド
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表彰式計画表 役割カード
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あたりまえカード

氏 名 櫻木 萌季 学 校 名 神奈川県立横須賀明光高等学校
担当教科 地理歴史 実践教科 国際関係（学校設定科目）
時 間 数 6時間 対象学年 3年 人 数 11人

【 実 施 概 要 】

　神奈川県立横須賀明光高等学校は国際科と福祉科からなる高校である。国際関係の授業を選択
している生徒は全員国際科に在籍している生徒である。この授業を選択している生徒の中には外
国とつながりのある生徒もいる。語学を学びたい生徒、世界の様々な諸問題を解決したい生徒、世
界中を旅してみたい生徒が多い。
　仲の良い生徒が集まっているクラスではないが、グループワークやレクリエーションをすると不
思議と盛り上がるクラスである。
　国際関係を選択している生徒の多くはほとんど進学先が決まっており、授業に対するモチベー
ションが最近は低くなっている。国際関係の授業は2時間連続の授業である。一方的に2時間話し
続けているだけでは生徒はついてこない。2時間の中でグループワークやアクティブティなどを随
所に織り交ぜていく必要がある。
　本校の国際科では語学の授業や異文化を理解する授業が多い。この単元を通して、語学を学ぶこ
とや異文化を学ぶことが多文化共生をする上で欠かせないことを気付いてもらいたい。

•文化・生活習慣の違いから生まれるトラブルを疑似体験し、外国につながりのある人達の生活に
困難が伴う場合があることを認識することができる。
•文化的な背景や社会的な背景を学ぶと、外国につながりのある人達の見方や受け止め方が変わる

ことに気付くことができる。
•外国につながりのある人たちが異文化の中で生活することに困難が伴う場合があることを理解し

たうえで、外国につながりのある人の支援方法について考えることができる。

【1】単元のテーマ・目標

【2】単元の評価　規準例

【3】単元設定の理由 ✓ 児童／生徒観　✓ 教材観　✓ 指導観

多 文 化 共 生

(ア )関心・意欲・態度 疑似体験やワークショップに意欲的に参加している。

(イ ) 思考・判断・表現 疑似体験した時の感想や自分の考えを伝えることができる。

(ウ ) 技能
外国につながりのある人たちが異文化の中で生活することに困難が伴う場合がある
ことを理解したうえで、外国につながりのある人の支援方法について考えることがで
きる。

(エ ) 知識・理解 外国につながりのある人たちの文化的な背景や社会的な背景を理解している。
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【4】展開計画（全6時間）　

時 テーマ・ねらい 活動・内容 使用教材

1

【言語の壁を感じる】
言葉が話せないことの疑似
体験をする

2人 1組のペアを作る｡ シートを受け取った人
は､シートに記載されている内容を相手に伝
える｡ 伝えるにあたって､言葉は一切使うこ
とはできない｡ ただし､身振りや手振り､絵・
数字の使用は可能である｡ 相手はシートに書
いてあることを推測し､紙に書く｡ シートの
内容と書いた内容を見比べ､正しく伝わった
かどうか確認する｡ ペアを変え同じことを合
計 3回する｡ 伝える内容が 2回目 3回目になる
につれて難しくなっていく

人権学習ワークシート集
Ⅳ－高校編第13集P44

2

【言語の壁を感じる】
話している内容を理解でき
ないことの疑似体験をする

韓国の小学 1年生の授業の動画を視る｡ 生徒
は､動画の中のクラスの一人になったと仮定
し､クラスメイトがなぜ笑っているのかを推
測する。

you tube
 「韓国の授業参参観1年生」

3 

【言語の壁を感じる】
①読めないことの疑似体験

をする

②書けないことの疑似体験
をする

①クメール語で書かれた手紙の内容を推測す
る｡ 推測した内容とその根拠を発表する。

②アラビア語を実際に書いてみる。

①人権学習ワークシート
集Ⅳ－高校編第 13集
P 45を 編 集 し て 作 成
したワークシート

② 人 権 学 習 ワ ー ク シ ー
ト 集 Ⅴ － 人 権 教 育 実
践事例・指導の手引き
（高校編　第 14集）の
P 62～64を編集して
作成したワークシート

4 

本
時

【文化・生活習慣の壁を感じる】
文化・生活習慣の違いから
生まれるトラブルを疑似体
験する。

別々の国の高校生が4人集まり､議論をするが
文化や生活習慣の違いから意見が一致しない
ことを疑似体験する。
(下記参照 )

役割カード
式典計画表
正体カード
ワークシート
(下記参照 )

5

マイノリティーの気持ちを
考える。

「Born wi th i t」を視聴して、次の3点のこ
とをグループで考える。
①表情や言動から､この時の｢ケイスケ君｣ ｢ケ

ンタ君｣ ｢他のクラスメイト｣ ｢先生｣はどの
ような気持ちだったか考える｡ 付箋に書い
て､模造紙に貼る。

②この時､ケイスケ君が望んでいたことは何
だと思うか。

③あなたが小学校 4年生の状態で動画の教室
の中の生徒の1人だったら､どのような行動
をとれたらよかったと思うか考える。

you tube
「Born wi th I t | F i lm  
School Shor t s 」
「Born Wi th I t - Japan 
Cuts 2016 」

6

異なる言葉・文化・習慣を
持つ人たちと共生するため
にはどのようにすればよい
か考える。

本単元の振り返り

横須賀明光高校のよくある 1日のタイムスケ
ジュールを配布する｡ 時間ごとに留学生が
｢困ってしまいそうなこと｣は何かを考える｡
それに対して自分自身ができることを時間ご
とに考える。

アンケートの記入

人権学習ワークシート集
Ⅵ―人権教育実践事例 ･
指導の手引き（高校編 第
15集）のP53を編集し
て作成したワークシート

アンケート

過程
時間 学習活動 指導上の留意点（支援） 資料（教材）

導
入 

5
分

くじ引きで4人1グループをつくる。各グループにA・B・
C・Dの役割カードを配布する。場面設定を説明する。

＜場面設定＞
A国とB国とC国とD国にある 4つの高校は姉妹校協定
を結び、4校合同姉妹校提携記念式典が開かれることに
なった。式典の前に、A~D国の中から各学校の生徒が4
人で 1グループをつくり、グループ通話で式典の予定を
計画することになった。

•机はきちんとくっつけるよ
う指示をする

•役割カードの中身を他の人
には絶対に見せないことを
伝える。

役割カード
(下記参照 )

展
開 

35
分

各グループに1枚式典計画表を配布する。
次の①～④の項目について、グループで話し合う。1項目
につき、制限時間は3分。

① 行き方 (大人の同伴がいるかいらないか）
② 式典の服装（露出度が高い服か低い服か）
③ 食事メニュー（和食か洋食か）
④ 会場の掃除（するかしないか）

ワークシートを配布する。
ワークシートの課題①（話し合いを通して、あなたが感じ
たことは何ですか）を記入する。

ワークシートの課題②(ABCDはどこの国の人だと思う）
を記入する。

正体カードを配布する。自身と他のグループのメン
バーの高校生がどこの国の出身の人物なのかを知る。
A→B→C→Dの順で、正体カードに記載している内容
を他のメンバーに伝える。

教員がABCDの人物の文化的背景や社会的背景を体験
談や生写真を用いて伝える。

ワークシートの課題①は
パワーポイントで示す。

ワークシートの課題②は
パワーポイントで示す。

正体カードのイラストが他
の3人に見えるように、説明
文を自分が見えるように折
るように指示をする。

文化的背景と社会的背景が
その国のすべての人にあて
はまるわけではではないこ
とを補足する。

式典計画表
(下記参照 )

ワークシート
(下記参照 )

正体カード
(下記参照 )

ま
と
め 

10
分

ワークシートの課題③「もしはじめから相手の正体カード
の内容を知っていたら、あなたはどのようなことを意識
して話し合いをしていましたか？」を記入する。

ワークシートの課題④「今日のワークショップを通し
て、得られた新たな気付き、発見など。」を記入する。

ワークシートを回収する。

ワークシートの課題③は
パワーポイントで示す。

ワークシートの課題④は
パワーポイントで示す。
教員の方からあえてこのワー
クショップのねらいや答えは
伝えない。

【5】本時の展開
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　授業が始まると、役割カード（上の写真左上）の役になり切りわきあいあいと議論していた。拍手
することを指示しなかったにもかかわらず、グループ内や教室内で意見を共有する場面では自然と拍
手が出た。

【6】本時の振り返り

【役割カード】 【授業実践の様子 1】

【 授業実践の様子 3 】【 授業実践の様子 2 】

授業実践の様子

【7】単元を通した児童生徒の反応／変化

〈本単元の最後に実施したアンケートの内容より抜粋〉
•「この6回の授業で異文化の本当の大変さを知ることができました。自分が伝えたいことや話し

たいことが伝わらないつらさや悔しさがとてもイライラしてストレスになりました。今、日本に
いる外国人の人ってすごいんだなと思いました。私が6時間で悔しいと思ったことを苦ともせず
に学校で勉強したり、仕事をしたり、立派だと思います。」
•「文化や習慣が違うと考え方も丸っきり違った。その上で言語も違うとうまく話し合いができな

くて、苦労するし、お互いにストレスが溜まってしまうなと、授業での体験を通して感じること
ができた。」

（授業前）
〈本単元の最後に実施したアンケートの内容より抜粋〉
•「今回の授業を通して、まだまだ異文化に対して、理解してないなと思った。」

（授業後）
〈本単元の最後に実施したアンケートの内容より抜粋〉
•「これからはもっと異文化を学んで外国の文化や習慣を理解していきたいと思う。」

〈本単元の最後に実施したアンケートの内容より抜粋〉
•「今の学校とかはグローバル化が進んでいて、外国人さんとかがいる環境があたりまえになってる

けど、まだまだグローバル化が進んでいないところもあるから、異文化理解をもっと授業とかで
やっていけるようにしていくことが大切なんだと思った。」
•「他の国の文化・習慣は元々興味があったのでその国のことを学べて良かったし、新たに自分のな

かで発見があったから楽しかったです。もっと他の国のことが知りたいし、理解したいと思いま
した。」
•「これからもっと異文化を感じることが多くなると思う。異文化のことを受け入れ、たくさんの

人と分かり合えるような人になりたい。」
•「自身が海外に行った時、努力できることは何だろうと思いました。人に頼りすぎず、自分で頑張

れることは手を抜かず、学べることはたくさん取り込みたいと思います。拒むのではなく受け入
れることが、共生するための一歩だと思います。」

•「それぞれ国によって文化や習慣、言語などは違うため、自分の国で当たり前にできていたことが
できないこともある。言葉が通じないと生活する上でとても困ると思った。自分が伝えたいこと、
考えていることが伝わらないのはとてもつらいことだと思った。今回の疑似体験を通して、外国
人が日本に来た時の気持ちが少し分かった気がした。私自身も外国に行ったら、慣れるまでとて
も苦労すると思った。また、文化、習慣が違うと国と国とで衝突すると思った。それぞれ国の習
慣などをよく理解し、ゆずり合うことも大切だと思った。」
•「言葉が通じるということがありがたいことだと改めて感じた。自分でできたことが、言葉が通

じないとできなくなってしまう。大人でもいいから助けてくれる人がいるとありがたい。まちと
かに、文字だけじゃなく、イラストなどを加えれば日本語も英語も話せない人でもわかりやすい
し、暮らしやすくなると思った。もっと色んな国に関心を持って、少しでもその文化を知ってい
れば言葉が通じなくても多少は理解できるようになると思った。」

単元を通し変容した生徒の態度や学習意欲

途上国・異文化への意識の変容
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【8】自己評価

　本年度の教師海外研修参加者のうち、高校教諭は私のみで他はみな小学校・中学校の教諭であっ
たため、小中生向けのワークショップに傾いている印象を受けた。オリジナル版にアレンジを加
えて授業実践をしたところ、結果的には成功したが、正直高校生に通用するのかどうか終始不安で
あった。授業開始までは、授業案を直前まで試行錯誤していたので苦労したが、授業が始まってか
らは生徒を動かすだけなので特に苦労した点はない。

改善点は次の3点である。
①場面設定に必然性を持たせること。4校合同姉妹校提携記念式典やグループ通話の設定に無理が

あったことは否めない。
②ドイツ人についてはインターネットで調べた内容であり、自身の体験談やインタビューが一切反

映されていないこと。横浜市の都筑区にドイツ人多く住んでいるので、インタビューをしたい。
③時間が足りなかった。ワークシートの課題①～④を記入した後、グループ内と全体での発表に時

間を割くつもりであったが、時間がなくほとんどできなかった。残す部分と削る部分を厳選して
いく。

　生徒が記入したワークシートの課題③から「相手の宗教等や文化を理解したうえで意見を言うし、
相手の考えも受け入れることができたと思う。」や「文化とかを知っていたらもっと会話で相手に
対する配慮をできていたと思うし、意識して話すことができていたと思う。事前に知っていたなら
その国について調べてから話しあうこともできた。」などの回答を得ることができた。授業実践の
目標を達成することができ、一定の効果を得ることができたワークショップだったと思う。
　参観してくれた管理職をはじめとする先生方から高い評価をいただいた。「あたり前グループ」
の中でも私の授業実践をベースに、来年2月の最終報告会のワークショップを作っていくことが決
まった。

　2018年9月15日 ( 土 ) にワークショップを実演し、K － DEC、鶴見国際交流ラウンジ、教師
海外研修の過年度参加者の方々からフィードバックをもらった。有識者や先輩方からのアドバイ
スが大いに活かせたワークショップだった。

4. 備考

3. 成果が出た点

2. 改善点

1. 苦労した点

●人権学習ワークシート集Ⅳ－人権教育実践事例・指導の手引き（高校編 第13集）の P44と P45
●人権学習ワークシート集Ⅴ－人権教育実践事例・指導の手引き（高校編 第14集）の P62～64
●人権学習ワークシート集Ⅵ－人権教育実践事例・指導の手引き（高校編 第15集）の P53

【 you tube 】
●韓国の授業参観1年生
● Born  w i th  I t  |  F i lm  School  Shor t s 
● Born  Wi th  I t - Japan  Cuts  2016 

【イラスト】
●かわいいフリー素材集いらすとや
　参考 URL（ht tps : //www. i rasutoya .com/search/ labe l/%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%82%BA）

参考資料：

添付資料：ワークシート、式典計画表、役割カード、正体カード
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ワークシート

式典計画表

役割カード
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正体カード 正体カード
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